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バレイショにおける変化の足音
北海道大学大学院 教授 岩間 和人

世の中は政権交代であわただしいが、バレイ
ショの栽培技術と育種においても大きな変化が起
ころうとしている。
培土はバレイショ栽培では必須であるが、その
時期が大きく変化するかもしれない。現在、バレ
イショ栽培の教科書には、萌芽後２週間目頃を目
安に行うと記されている。しかし、栽培技術の手
本としてきたヨーロッパではいつの間にか、培土
を植え付け時に行なうようにになった。理由は、
圃場作業の省力化であり、また除草剤の開発が時
期の早期化を可能にした。日本でも大型機械を使
用する北海道では、ハーベスターで塊茎を収穫す
る時に土塊と石れきが混入するのを防ぐ目的で、
植え付け前にこれらを土壌中から除去するソイル
コンデショニング技術が導入されだした。この技
術では、植え付け時に培土を行うことが一般的に
なっている。種イモの萌芽に障害が出ることが懸
念されたが、これまでの結果では数日の萌芽遅れ
程度で、その後の生育には支障がない。大型機械
での培土作業のため、従来よりも大容積の培土と
なり、緑化が減少し、粒揃いが良くなるなど、利点
が多く報告されている。先日訪問したスコットラ
ンド作物研究所では、遺伝資源を手植えする場合
にも植え付け直後に培土しているとのことであっ
た。また、オランダでは干拓土壌なのでソイルコ
ンデショニングは必要ないが、植え付け時に培土
している。省力化は今後、北海道以外の地域でも
必要になるので、全国に普及する可能性がある。
浴光催芽（育芽）は萌芽期間を短縮し、収穫を
早める技術として知られている。従来は、休眠開
け後の種イモをハウスなどの暖かい場所で２－３
週間、光にあてると教科書に記されている。とこ
ろが、オランダでは有機栽培や種イモ生産で早期
に収穫したい場合には、最低気温が０℃以上にな

ると貯蔵した種イモを外に出し、冷たい風にあて
ながら頂芽の伸長を抑制するとともに、側芽の伸
長を促す催芽技術が普及しだしている。浴光催芽
期間は６週間程度になる。また、知り合いの農家
の方が昨年イギリス南部で見てきた浴光催芽も、
10℃程度の貯蔵庫で、蛍光灯で光をあてながら８
週間程度行っていた。必要な浴光催芽期間は、種
イモの休眠期間と関係するので、品種や前年の生
育状況の影響を受ける。現在、（独）農研機構では
植え付け時の省力化を図るために、全粒種イモの
利用を促進するための技術開発を行っている。今
後、萌芽茎数の制御との関係で、浴光催芽技術の
見直しが起こる可能性がある。
バレイショの育種も大きな変換点にある。従来

の経験にたよった育種から、遺伝子（DNA の塩
基配列）に基づく育種への転換である。イネでは
10年程前に DNA の全塩基配列が解明されたが、
イネに比べて染色体数が多いバレイショでも、欧
米を中心とした世界各国の研究者が共同で2008年
から研究を進め、明年には全塩基配列が公表され
る予定である。現在でも、耐病性などの比較的遺
伝様式が単純な形質では、これに関わる遺伝子の
塩基配列が解明され、これを遺伝子マーカーとし
て使用することによって、耐病性の検定が開始さ
れている。今後は、その他の形質、例えば休眠性
や早晩性などの重要形質についても遺伝子マー
カーの開発が促進されると期待されている。筆者
等もオランダ・ワーゲニンゲン大学と共同して、
根形質の遺伝子マーカー探索を行っている。最終
的には、収量性などの総合的な形質についても、
実験室内での調査で予備的な選抜が可能になる日
が来るかもしれない。
このような変化に対して、バレイショ産業に関

わる人々の迅速な対応が必要になる。

－1－



特集 ばれいしょ

ばれいしょを巡る情勢について
農林水産省生産局生産流通振興課

高田 憲和

１．はじめに
我々が普段食している「ばれいしょ」は、エネ
ルギー源としてのでん粉質に富んでいる上に、他
の作物に比べてビタミンやミネラル類を多く含む
等、栄養的に優れる作物です。また、比較的安い
価格でいつでも購入でき、自然食品、健康食品と
いうイメージで注目され、消費者の経済・安全志
向に合致している優良食品です。
なお、その用途は青果として流通する「青果用」、

ポテトチップスやフライドポテト等に加工される
「加工食品用」、片栗粉等のでん粉の製造に用いら
れる「でん粉原料用」及び「種子用その他」と幅
広く、北海道では輪作体系の基幹作物として、ま
た、都府県の畑作農業の主要作物として農業経営
上重要な地位を占めています。ここでは、その生
産・需要動向等について説明していきたいと思い
ます。

２．生産の動向
生産の動向の経過をみると、作付面積は、明治
初期では１万 ha でしたが、昭和初期には10万 ha
を超える状況となりました。その後、昭和18年に
は20万 ha を超え、昭和40年までは20万 ha 前後で
推移していましたが、それ以降は生産者の高齢化
や他作物への転換等により減少傾向となり、平成
20年では8.5万 ha と、ピーク時であった昭和24年

の４割程度となっています。
一方、生産量は、昭和22年に国営の馬鈴薯原原

種農場（現在は独立行政法人種苗管理センター）
が設置され、ウイルス病等の病害虫に冒されてい
ない健全無病な種ばれいしょの増殖・供給体制が
整備されたこと、安価で良品質な農業資材が入手
できるようになったこと、また、品種改良がなさ
れたこと等による10ａ当たりの収量の大幅な伸び
に支えられ、昭和40年以降の作付面積の減少後も
昭和60年代まで400万トン前後を維持していまし
たが、近年は、単収の伸びが横ばいとなっている
ため、作付面積の減少に伴って収穫量も漸減傾向
となり、平成20年では270万トン（ピーク時の昭和
61年に比べ７割程度）となっています（表１）。な
お、平成20年の10ａ当たりの収量は日本全体では
3.2トンですが、北海道だけでみると3.9トンであ
り、世界的にもトップクラスの生産性となってい
ます。
なお、平成20年では北海道が作付面積の65％、

生産量の78％を占めていますが、茨城県、千葉県、
長崎県、鹿児島県を始め全国で生産されており、
周年供給ができる体制となっています（表２）。

３．需要の動向
国内需要は、輸入品を含めると年間に350万ト

ン～380万トンが消費されていますが、平成20年
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表１ ばれいしょの生産の動向 （単位：ha、kg/10a、千トン）

年次
区分

明治
11年産

昭和
18年産

昭和
24年産 30年産 40年産 50年産 60年産

平成
７年産 16年産 17年産 18年産 19年産 20年産

作付面積 9,550 202,800 234,500 211,100 212,500 139,400 130,100 104,400 87,200 86,900 86,600 87,400 84,900

10a 当たり収量 340 1,020 1,090 1,380 1,910 2,340 2,860 3,220 3,310 3,170 3,040 3,290 3,230

生産量 32 2,066 2,552 2,908 4,056 3,261 3,727 3,365 2,888 2,752 2,635 2,873 2,743

資料：農林水産省「作物統計」（平成２年産まで）、「野菜生産出荷統計」（平成３年産から）



度の用途別シェアは、青果用が22％、加工食品用
が37％、でん粉原料用が30％、種子用その他が10％
で、その動向は以下のとおりとなっています（表
３）。

（１）青果用
食の外部化、簡便化が進展したことにより、家

庭内で消費される生いもの消費は減少傾向にあ
り、平成20年度は80万トンとなっています。

（２）加工食品用
食の外部化、簡便化は一方で

加工食品用の消費の増加という
現象をもたらし、近年は130万
トン前後で推移しています。
（３）でん粉原料用
でん粉原料用は、片栗粉等の

高価格用途の需要に加え、コー
ンスターチ用とうもろこしや輸
入でん粉の関税割当制度によっ
て維持されており、近年100万
トン～120万トンで推移してい
ます。
（４）種子用その他
種ばれいしょの使用量は10ａ

当たり200kg 程度ですが、作付
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表２ 主産地別の生産状況（平成20年産）

作付面積（ha） 生産量（トン）

割合
（％） 順位 割合

（％） 順位

北海道 55,200 65.0％ 1 2,131,000 77.7％ 1

福 島 1,500 1.8％ 4 30,800 1.1％ 6

千 葉 1,470 1.7％ 5 33,500 1.2％ 5

茨 城 1,470 1.7％ 5 40,400 1.5％ 4

長 崎 4,240 5.0％ 3 110,000 4.0％ 2

鹿児島 4,470 5.3％ 2 89,800 3.3％ 3

全国計 84,900 100.0％ 2,743,000 100.0％

農林水産省「野菜生産出荷統計」
注：割合は全国計に占める各県別の割合である。

表３ ばれいしょの需要動向

年度
国内
生産量
（千トン）

輸出入量
（千トン）

国内需要（千トン）
１人１年
当たり
粗食料
（kg）計

うち
食用

うち
でん粉
原料用

うち
その他

輸入 輸出 うち
青果用

うち
加工食品用

昭60 3,727 200 0 3,927 1,862 1,178 684 1,582 483 15.4

平 2 3,552 392 2 3,942 2,130 1,183 947 1,280 533 17.2

〃 7 3,365 682 1 4,046 2,237 1,007 1,230 1,307 502 17.8

〃12 2,898 820 3 3,715 2,291 936 1,356 1,023 401 18.0

〃13 2,959 765 3 3,721 2,184 911 1,273 1,142 395 17.1

〃14 3,074 725 1 3,798 2,147 895 1,252 1,224 427 16.8

〃15 2,939 730 2 3,667 2,121 853 1,267 1,155 392 16.6

〃16 2,888 743 1 3,630 2,109 856 1,253 1,107 414 16.8

〃17 2,752 807 1 3,558 2,087 791 1,296 1,058 413 16.5

〃18 2,635 835 1 3,469 2,088 801 1,287 945 436 16.6

〃19 2,873 868 2 3,739 2,202 830 1,372 1,118 419 17.7

〃20（概算値） 2,740 869 2 3,607 2,150 804 1,346 1,095 362 17.0

（％） － － － 100 60 22 37 30 10 －

資料：農林水産省「食糧需給表」。ただし、「うち食用」については農林水産省生産局生産流通振興課調べ。



面積の減少に伴って減少傾向で推移し、平成20年
度は15万トンの水準となっています。

４．輸入の動向
昭和60年代以降に円高が急速に進行したことや
食生活の簡便化志向が強まったこと、また、全国
展開しているハンバーガーショップの店舗数の増
加等を背景に、フライドポテトを始めとした冷凍
加工品や乾燥マッシュポテト（ポテトフレーク）
等の冷凍調製品の輸入が拡大しており、平成20年
度の輸入量は87万トン（生いも換算値）となって
います。

５．生産対策の推進
平成17年３月に閣議決定された新たな食料・農
業・農村基本計画においては、「食品産業との連携
強化、加工適性の高い品種の育成・普及、原料の
安定供給等により、加工食品用の生産を拡大」及
び「新たな高品質省力栽培技術の確立等により、
生食・加工食品用の品質向上を図りつつ、労働時
間を２割程度低減」が農業者その他の関係者が積
極的に取り組むべき課題とされ、こうした課題の
主な対応方向として、「育種段階からの実需者に
よる加工適性評価の実施、定温低湿貯蔵やリレー
出荷による高品質原料の周年供給等により、ニー
ズに応じた供給体制の整備を推進」及び「省力的
で収穫時にばれいしょに傷がつきにくい機械化栽
培体系（ソイルコンディショニング栽培体系）の
確立、切断作業が不要な小粒種いもの活用等を推
進」することとしています。
農林水産省では、「強い農業づくり交付金」で集

出荷貯蔵施設や一次加工施設等の支援を行うとと
もに、「産地収益力向上支援事業」では、ソイルコ
ンディショニング栽培体系の確立・普及への支援
を行うこととしております。
これらの事業の実施により、ばれいしょ栽培の
省力化と品質向上を図るとともに、優良品種の育
成等についても関係機関と連携していくこととし
ております。
また、加工食品用ばれいしょの大きな課題で
あった貯蔵中の萌芽抑制については、「新たな農
林水産政策を推進する実用技術開発事業」を活用

した、エチレンを用いた高品質貯蔵技術の開発が
行われており、その成果に大いに期待していると
ころです。

６．おわりに
（独）種苗管理センターのばれいしょ原原種の
生産・配布状況からみると、平成元年度では配布
数量は約９万４千袋（20kg 入）、配布品種数は22
品種でありましたが、産地の作付面積の減少によ
り、平成20年度で配布数量は約６万７千袋まで減
少したものの、配布品種数は63品種を数えるよう
になり、それら品種が現在、各地で栽培されてい
るところです。
年間に栽培される品種数は欧米諸国に比べると

まだまだ少ないですが、消費者が男爵薯やメーク
イン以外を選択できる品種は着実に増えていま
す。一方、生産現場では、ジャガイモシストセン
チュウ等の病害虫による影響が大きな問題となっ
ていますが、これに対する抵抗性を有する品種も
続々と育成されており、生産者が選択できる品種
数についても着実に増えてきています。
このように、新たな品種は着実に増えてきてい

ますが、一方で、生産の主体は男爵薯やメークイ
ンのように昔から消費者や生産者に知られている
品種であり、近年育成された目が浅く、皮のむき
やすい品種やジャガイモシストセンチュウ抵抗性
品種等の新品種はまだまだ普及が足りないと考え
ています。
これまで、筆者は健全無病な種ばれいしょの供

給による産地の安定生産に寄与する立場でした
が、これからは行政という立場から、育成された
様々な品種について消費者や生産者等の関係者に
より知ってもらうことで、国内産ばれいしょの需
要拡大につながるよう取り組んで参りたいと考え
ています。

特産種苗 第７号
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特集 ばれいしょ

種馬鈴しょ検疫制度の現状と課題について

農林水産省 横浜植物防疫所

１．はじめに
国内最大の種馬鈴しょ産地である北海道をはじ
め、主たる産地で生産され、流通する種馬鈴しょ
には、「種馬鈴しょ検査合格証明書」が添付されて
います。これは、植物防疫官が行う種苗の検査に
合格したことを示すものです。ここでは、この種
馬鈴しょ検疫について紹介します。

２．植物検疫における種馬鈴しょ検疫
植物防疫法に基づき行われる植物検疫には、輸
出入される植物を検疫する国際植物検疫と国内の
一部に存在している病害虫のまん延を防止するた
めに行う国内植物検疫があります。
国内植物検疫には、アリモドキゾウムシやカン
キツグリーニング病等の重要な病害虫やその寄主
植物の移動を禁止または制限する方法の他、種苗
を検査する方法があります。
種苗の検査は、種苗を介して病害虫がまん延す
ることを防止するために行うもので、植物防疫法
には、「農林水産大臣の指定する繁殖の用に供す
る植物（指定種苗）を生産する者は、…、植物防
疫官の検査を受けなければならない。」と定めら
れています。この指定種苗として農林水産省告示
で「馬鈴しょ」が指定されています。種馬鈴しょ
は検査に合格して合格証明書を添付したものでな
ければ、譲渡したり栽培地の属する道県から出す
ことが出来ません。また、この検査が適用される
地域は、種馬鈴しょの主要生産道県である北海道、
青森県、岩手県、福島県、群馬県、山梨県、長野
県、岡山県、広島県、長崎県及び熊本県の11道県
です。

３．検疫の意味と歴史
栄養繁殖する馬鈴しょは、生産用の種苗として
塊茎を用います。この場合、受粉によりできる真

性種子に比べ増殖率が低いという欠点がありま
す。また、ウイルス病や輪腐病といった病害は、
種いもに罹病していると薬剤による消毒が極めて
困難であり、病害のない種いもを使うことが唯一
有効な防除方法となります。
このように、種馬鈴しょの病害虫が生産に及ぼ

す影響は大きいものとなります。
特にウイルス病は、ジャガイモ葉巻きウイルス

の場合、軽症株で65％、重症株で92％の減収をも
たらすとされています。
このため、病気が無い健全な種馬鈴しょを確保

して、種馬鈴しょを介しての病害虫のまん延を防
ぐことを目的に種馬鈴しょ検疫を行っています。
昭和22年、種いも増殖の初期段階用に無病の種

いもを増殖して配布するために原原種農場（現
独立行政法人種苗管理センター）が設立されまし
た。その後、昭和26年に始まった植物防疫法によ
る種馬鈴しょ検疫で、原原種－原種（原原種を栽
培して生産された種いも）－採種（原種を栽培し
て生産される種いも）と増殖させる過程の各段階
で検査を行うことにより、一般生産者まで病害虫
の無い優良な種いもが供給されることとなりまし
た。
当時、馬鈴しょの単位面積当たりの収量は低く、

昭和27年に海外では約10a 当たりオランダ
2,640kg、ドイツ1,703kg、イギリス1,988kg、ア
メリカ1,699kg などであったのに対し、日本では
1,279kg しか生産できませんでした。低収量のお
もな理由の一つが種いもに潜む病害虫であったの
です。

４．病害虫の発生
昭和22年、北海道で初めて発生した輪腐病は、

昭和28年にはそれまで発生が見られなかった関東
などの種馬鈴しょほ場でも発生が確認され、その
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後各地で大きな被害をもたらしました。
この病気は細菌により引き起こされるもので、
感染した株は黄変後に萎凋してしまいます。種い
もから次代の種いもに伝染するほか、いもの切断
に使用したナイフでも感染します。
検査で輪腐病が発見された場合は原因を調査
し、使った原種に原因があった時はその系統が不
合格となります。
種苗管理センターにおける輪腐病菌の検定強化
に合わせて、このような徹底した検査・処分を行っ
たこともあり、昭和52年を最後に種馬鈴しょ検査
での発見はなくなりました。
昭和47年にはジャガイモシストセンチュウ（写
真１～２参照）が、国内で初めて北海道の羊蹄山
麓で発見されました。被害を受けた株は生育不良
をおこし、上部の葉を残し下部の葉は枯死してし
まいます。また、一度ほ場に侵入すると根絶する

のが大変困難なため恐れられている重要な害虫で
す。南米から輸入された、鳥の糞等を原料にした
グアノ肥料を介して侵入したのではないかと考え
られています。
種馬鈴しょ検疫では検査対象害虫に追加し、ほ

場の土壌を検診するなど同線虫を対象とした検査
を実施しています。発生が確認されたほ場では種
馬鈴しょを生産することができません。昭和52年
に道東で発見され、その後、道内の他の地域でも
発見されたのに続き、長崎県（平成４年）、青森県
（平成15年）、三重県（平成19年）でも発生が確認
されています。
ウイルス病で問題となったものに葉巻病、Ｙモ

ザイク病などがあります。Ｙモザイク病は
Potato virus Y による病気ですが、昭和60年代以
降発生がみられるようになったタバコ黄斑えそ系
統はタバコに大きな被害を出したことからも問題
となりました。また、最近では、塊茎褐色輪紋病
の発生があります。Potato mop-top virus による
もので、昭和55年に広島県で初めて発見された後
は発生報告がありませんでしたが、平成17年に北
海道で国内２例目となる発生が報告されました。
本病は粉状そうか病によって媒介され、塊茎に褐
色の輪紋を生ずるため商品価値が低下します。

５．種馬鈴しょ検査
種馬鈴しょは前出のとおり、原原種－原種－採

種という３段階の増殖を行い、採種を用いて青果
用、加工用、でん粉原料などの馬鈴しょ（一般馬
鈴しょ）を生産することになります。
植物防疫官による検査はこの過程の、原種を生

産する原種ほ場、採種を生産する採種ほ場で行わ
れます。
対象病害虫は、ジャガイモガ、ジャガイモシス

トセンチュウの害虫、馬鈴しょウイルス、輪腐病
菌、そうか病菌、粉状そうか病菌、黒あざ病菌、
疫病菌、青枯病菌の病原体です。（表１参照）検査
の時期は、植付け前（検査対象：使用予定の種馬
鈴しょと植付け予定ほ場）、植付け後（同：栽培中
のほ場）、掘り取り後（同：生産された塊茎）です。
（図参照）
この内、栽培中のほ場検査はその生育にあわせ

特産種苗 第７号
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て３回行われます。
各々の時期の検査で合格基準に達したものだけ
が、次の時期に検査を受けることが出来、最終的
に生産物検査に合格すると合格証明書が発給され
ます。
合格した種馬鈴しょの生産者は、合格証明書、
その謄本、抄本のいずれかを添付して出荷するこ
とになります。
種馬鈴しょの検査は、植物防疫官により行われ
ますが、全ての申請ほ場を限られた人数で検査す
ることは困難です。そこで、これを補うものとし
て種馬鈴しょ防疫補助員の制度があります。
防疫補助員は市町村ごとに、病害虫の知識を
持った人に委嘱します。防疫補助員は植物防疫官

の検査に先立って、全てのほ場を見て病害虫の確
認を行います。ウイルス病があった場合の抜き取
り、アブラムシが発生していた場合の薬剤散布な
どの病害虫の防除指導を行います。
そして、病害虫防除が検査合格基準を満たすと

判断できるほ場と、そうでないほ場との階層に区
分けします。防疫補助員がこの内容を植物防疫官
に報告すると、植物防疫官は階層ごとに抽出検査
を行い、合否を判定します。
この方法により、生産者は病害虫防除がより確

実に行われた段階で検査を受けることが
できます。

６．検査成績
検査成績は、制度が発足した当初の昭

和27年は、申請面積13,949ha、合格率は
原種62.5％、採種48.4％でした。原種は
４割弱、採種は５割強が不合格となって
いますが、その理由は、ウイルス病り病
によるものが全体の２/３、輪腐病７％、
種苗用途以外の一般馬鈴しょほ場が隣接
する等の環境不良20％でした。この頃の
病害虫の中心はウイルス病と輪腐病でし
た。
その後、合格率は上昇して、40年代以

降は90％以上、さらに平成４年以降は
99％以上の合格率が続いています。（表
２参照）

この高い合格率を維持しているのは、生産者は
もちろん、関係者の多大な努力によるものです。
種馬鈴しょには、病害虫が無いことに高い品質が
求められるため、青果用等一般馬鈴しょの生産よ
りも手間をかけた栽培を行います。
ウイルス病を発見しやすくするために行う塊茎

単位の栽培（切断した塊茎を元の塊茎毎に隣接し
て植え付けます。）、ウイルスを伝播するアブラム
シの徹底した防除、ほ場内の一つ一つの株を見て
行うウイルス罹病株の抜き取り（ウイルスり病株
の残存は二次汚染源にもなるため残存が許されま
せん。）などを生産者が行うのが種馬鈴しょ栽培
の特徴です。
これらの他に、過去からの積み重ねによるもの
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表１ 種馬鈴しょ検査対象病害虫
害虫 ジャガイモガ Phthorimaea operculella

ジャガイモシストセンチュウ Globodera rostochiensis

病菌 馬鈴しょウイルス Alfalfa mosaic virus、
Potato aucuba mosaic virus
Potato leafroll virus、
Potato virus Y、Potato
virus S 等

輪腐病菌 Clavibacter michiganensis
subsp.sepedonicus

青枯病菌 Ralstonia solanacearum
そうか病菌 Streptomyces spp.
粉状そうか病菌 Spongospora subterranea
黒あざ病菌 Rhizoctonia solani
疫病菌 Phytophthora infestans

【検査時期】
↓

：植付け前 ジャガイモシストセンチュウ
（不合格）

（不合格）

（不合格）

（不合格）

（不合格）

ほ場環境
合格

：植物体長
　15cm頃

合格
ウイルス病、輪腐病、疫病、
黒あざ病、青枯病、

：着蕾期から
　開花期まで アブラムシ

ほ場環境、ほ場管理　等
合格

：落花後20日
　頃まで

合格

そうか病、粉状そうか病、
：掘取期から
　選別期まで

ジャガイモガ、損傷　等
合格

使用予定馬鈴しょ及び
植付け予定ほ場検査

第１期ほ場検査

第２期ほ場検査

第３期ほ場検査

検査申請

生産物検査

合格証明書交付

種いもの系統

ジャガイモシストセンチュウ、

ジャガイモシストセンチュウ、

：

：

： 黒あざ病、疫病、

【検査対象病害虫等】
↓

図 種馬鈴しょ検査の流れ（春作）



もあります。病害虫防除技術の向上や種馬鈴しょ
ほ場の団地化などです。ほ場の団地化は地域全体
で種馬鈴しょの生産ほ場を集中させることで、好
適な生産環境を作るものです。これらは、個々の
生産者だけでなく関係者のまとまった努力なくし
て成果はあがりません。昭和27年に不合格の20％
を占めた環境不良も現在はあまり見られなくなっ
ています。

７．検査の現状と今後の課題
近年、検査の年間申請面積は約6,000ha 程度で

横ばいです。また、合格率は前述のとおり高いも
のとなっています。この中で不合格面積が一番多
いのは、ジャガイモシストセンチュウを理由とす
るものです。ウイルス病等の病害による不合格が
低く抑えられている現在、ジャガイモシストセン
チュウは種馬鈴しょ検疫で最も重視する害虫で
す。
昭和47年の初発見以降、北海道内各地で少しず
つ発生地域が拡大していましたが、平成18年に北
海道内の未発生の７市で相次いで発見されたこと
は、ジャガイモシストセンチュウに対する種馬鈴
しょ検査の強化を図るきっかけとなりました。
植物防疫所が行う種馬鈴しょ検査以外でも発生
拡大防止対策は実施されており、北海道では防除
対策基本方針が定められ、植物防疫所で検査対象
としない種苗用途以外の馬鈴しょほ場を対象とし
た検診が実施されています。
この害虫の侵入を防止するために輸入検疫で
は、海外の発生地域からその寄主植物の輸入を禁
止しています。国内でのまん延を特に警戒する重
要な害虫だからです。種馬鈴しょ検疫では、今後
とも一層の早期発見、拡大防止に努めていきます。
種馬鈴しょ検疫は、病害虫の問題以外にも品種
の多様化、種馬鈴しょの新しい生産技術、流通の

多様化にも対応していく必要があります。
品種の多様化は、平成21年には74品種の種馬鈴

しょが生産されるものとなっています。平成20年
に比べても７品種増加しています。ジャガイモシ
ストセンチュウを始めとした病害虫への抵抗性を
持った品種、カロチンを多く含む栄養素に特徴の
ある品種など生産者や消費者の多様な需要に答え
る品種が数多く開発されて、栽培されようとして
います。
品種が異なると、同じウイルスの感染であって

も現れる病徴が異なるため、的確に検査を行うに
は、常に品種とウイルスの組み合わせ毎の病徴を
把握しておく必要があります。
馬鈴しょの新しい生産技術には、組織培養技術

を用いたマイクロチューバーなどがあります。全
ての過程を容器内で生産するもの、一部を屋外で
おこなうものなど方法は一つでなく、また、病害
虫汚染の機会がほ場生産に比べて少ないという共
通した特徴もあります。これまでの屋外生産の検
査方法とは異なる、この生産に適した検査方法の
導入が課題となっています。
種馬鈴しょの流通の多様化の一つに、包装荷口

の小型化があります。従来の20kg 袋に加え10kg
箱、５ kg 箱及びそれ以下の少量の梱包での販売
にも需要があります。ホームセンターでの少量荷
口での販売も増えているようです。種馬鈴しょに
は検査合格証票を添付する必要がありますが、物
流を阻害せず且つ消費者が安心して種馬鈴しょを
入手できる合格証明方法を検討する必要がありま
す。
この様に、種馬鈴しょ検疫を取り巻く状況は変
化していますが、病害虫のまん延を防止するという
検疫の理念に変化はありません。この目的のため
に、これからも正確な現状把握に努め、適切な検査
の実施と円滑な制度の運営に努めてまいります。
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表２ 申請面積及び合格率等の推移
1951年 1952年 1953年 1962年 1972年 1982年 1992年 2002年 2008年

（昭和26年）（昭和27年）（昭和28年）（昭和37年）（昭和47年）（昭和57年）（平成4年）（平成14年）（平成20年）
申請面積（a） 1,354,808 1,394,962 987,669 708,054 632,038 739,647 678,189 617,871 598,443

合格率（％） 原種 78.5 62.5 83.4 97.4 97.3 99.3 98.9 99.9 99.2
採種 76.2 48.4 71.0 92.8 93.9 99.0 99.1 99.7 99.7

合格数量（t） 130,063 96,442 103,257 131,408 138,184 181,957 196,688 195,994 198,776



特集 ばれいしょ

ばれいしょ品種に対する需要変化と課題、新品種の特性について
（独）農研機構北海道農業研究センター

バレイショ栽培技術研究チーム長 森 元幸

１．はじめに
1970年の大阪万博 EXPO’70を機会に、日本は
先進国であると宣言し、経済は目覚ましい発展を
遂げ右肩上がりの成長であった。しかし、ばれい
しょの一人当たり消費量は低下を続け、13kg/年
を下回り1972年頃に最低となった。食糧として生
いもを家庭で調理する生食（青果）向け消費が減
少したためである。消費の現場では、大阪万博の
レストランでフライドポテトが人気を博したト
ピックが物語るように、油で揚げる加工食品向け
用途が生まれ、消費量は増加へ転じた。最初にポ
テトチップ、そして冷凍フライドポテトの増加に
続き、レストランチェーンなど外食産業の発展、
さらに惣菜等の中食としてコロッケとサラダの消
費が拡大した。一方、生産現場では、1972年に北
海道でジャガイモシストセンチュウの発生が確認
された。本線虫は汚染圃場での種いも生産が法律
で禁止されるため、ばれいしょ生産の根幹を揺る
がす事態となり、抵抗性品種の育成が急務となっ
た。このように、ばれいしょを巡る情勢は、1970
年代初頭に大きな転換点を迎えた。

２．需要動向の変化と品種による対応
1970年代に米国産乾燥原料を用いた成形チップ

と国産生原料による生いもスライス・チップの競
争（ポテトチップ戦争）は、加工適性の高い「ト
ヨシロ」を用いて原料供給体制を確立した国産に
軍配が上がったことは成功談として記憶される。
しかし80年代になって、外資大手ハンバーガー
チェーンのカウンターで「ポテトいりませんか？」
の問いにお客さんがうなずくことで、国産フレン
チフライは米国アイダホ産冷凍フライとの戦争に
負けた。このとき国産品種としてフライ適性の高
い「ホッカイコガネ」があったが、敗因は為替相
場の上昇と資本力にものをいわせた価格競争によ
るといわれるが、要因は多様であった。
1980年からの消費動向を家計調査でみると、ポ

テトチップとフレンチフライに続く需要のトレン
ドが明確に示された。90年代はコロッケ、2000年
代はポテトサラダが、めざましい需要の伸びを示
している。コロッケは「男爵薯」など生食用品種
の２級品が原料となり、適性の高い「ベニアカリ」
を育成したが原料価格の問題で普及に苦慮してい
る。ポテトサラダは、「男爵薯」も使用されるが剥
皮時の歩留まりが悪いため目の浅い「トヨシロ」
が主流となり、剥皮時の歩留りが高く調理適性の
高い「さやか」が伸びている。
2010年代はどんな品目が伸びるのか？。急成長

した用途はピーク時より少し需要が下がるが、や
がて平行線をたどり安定する。過去40年間で一貫
して需要が縮んでいるのは、家庭で調理される生
食（青果）用である。この部分の代替えができな
ければ、ばれいしょの消費全体の縮小につながる
ことは明白である。
家庭での調理がどんどん減少し、惣菜や半加工

品の購入に総て移行すると極論しよう。マッ
シュ・サラダやコロッケを手作りすることはなく、
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図１ ばれいしょの国民１人あたりの年間購入金額
（注） いも類・でん粉に関する資料（農林水産省）から作成



惣菜コーナーで購入しパックを開けるだけ、調理
と言ってもせいぜい冷凍品を揚げるだけではない
か。肉じゃがもレトルトパックを暖めるだけ、カ
レーやシチューも皮むきカットした袋を開けて鍋
に入れて終わり。自分で下ごしらえをすることは
ない。こうなると、ばれいしょを調理するのは、
主婦ではなく大小の工場ラインで働く労働者であ
る。調理に感性は不要となり、電卓で割り切れる
効率が支配することになる。効率に応える国産原
料が供給されなければ、輸入品が増加するという
笑い話では終わらない現実があると考える。

３．効率向上に求められる品質特性
１）剥皮後および調理加熱後に変色しない
生いもの皮を剥いたり切断して空気中に放置す
ると赤～褐色に変化し、数時間後には黒く変色す
る（剥皮後黒変）。これは壊れた細胞の酵素反応
が引き金となり、細胞内のフェノール類（チロシ
ン、カテキン、クロロゲン酸など）が、ポリフェ
ノールオキシダーゼにより酸化されてキノン類に
変化し、さらに酸化重合して黒色のメラニン色素
となるために起こる。剥皮後すぐに水や塩水につ
けると変色を遅らせることができるが完全には防
止できない。生いもを調理加熱した時、暖かいう

ちは明色であるが冷めるにしたがい調理品の色が
くすんで灰黒色が増す（調理後黒変）。これは非
酵素的に起こる変化で、フェノール類（主にクロ
ロゲン酸）と鉄とが加熱調理中に結合し鉄-ジフェ
ノールとなり、調理後の冷めていく過程で酸化さ
れ黒色を呈するようになり起こる。調理に用いる
水の鉄イオンが多い場合は、変色が激しくなる。
この剥皮後黒変や調理後黒変は、加工食品製造で
は好ましくない性質である。両黒変ともフェノー
ル類が変色に関与し正の相関があるため、選抜に
よって生いもおよび調理後のいずれにおいても変
色の少ない品種を育成することが可能である。早
期出荷向けの「とうや」、サラダ原料の「さやか」、
青果向けの「はるか」など近年育成された品種の
ほとんどが、「男爵薯」に比べ剥皮後黒変および調
理後黒変ともに少ない。
２）剥皮時に歩留りが高い
ばれいしょの食品加工において多くの製品で

は、原料いもの洗浄後にピーラー（剥皮機）にか
ける。その後ピーラーで皮を剥くことができな
かった目や尻の未剥皮箇所や変色などの異常部分
を、特殊なナイフを用いて人手で除く（トリミン
グ）。歩留りは原料重量に対する製品の重量割合
で示され、いもの目の深さ、大きさと形、病気や
障害の程度により異なる。原料いもの目が深いと
ピーラーでは皮の剥き残し部分が多くなり、歩留
りが低下するばかりでなくトリミング作業が増え
て人件費がかさみ、除去部分の残渣処理費用も増
加する。また、いもが小さいと単位重量当たりの
個数が多くなり、皮の割合と目の数が増加し、歩
留りは低くなる。たとえば同じ重量割合までピー
ラーで剥皮したとき、目が浅く大粒の「さやか」
は、目が深い「男爵薯」に比べ、単位重量当たり
のトリミング数は１/３以下となり、人件費の節
減効果は大きい。家庭で消費する青果向けにおい
て、目が浅い「メークイン」が根強い人気を保ち、
目の浅い「とうや」の消費が伸びている理由の一
つが「皮を剥きやすい」であると推察する。近年
の育成品種は目が浅く改良されており、扱いが容
易である。
３）打撲痕の発生が少ない
収穫や輸送の際、いもが押されたり落下したり
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表１ 日本における品種ごとのばれいしょ栽培面積（2006年）

品種名
栽培面積

(ha)

比率

(％)

ジャガイモ
シストセン
チュウ
抵抗性＊

用途など

男爵薯 21,129 24.5 S 生食
コナフブキ 16,689 11.9 S 澱粉
メークイン 10,306 11.9 S 生食
トヨシロ 9,181 10.6 S チップ
ニシユタカ 5,918 6.9 S 生食
キタアカリ 3,015 3.5 R 生食
デジマ 2,493 2.9 S 生食
ホッカイコガネ 1,840 2.1 S フライ、生食
ワセシロ 1,536 1.8 S 生食、チップ
スノーデン 1,374 1.6 S チップ
とうや 1,312 1.5 R 生食
農林1号 1,287 1.5 S 生食、チップ
さやか 1,266 1.4 R サラダ
きたひめ 1,200 1.3 R チップ
紅丸 1,119 0.8 S 澱粉
その他（抵抗性)＊＊ 1,702 2.0 R
その他（罹病性） 4,919 5.7 S
合計 86,286 100.0

＊：S；罹病性品種、R；抵抗性品種
＊＊：アーリースターチ、アスタルテ、サクラフブキ、アトランチック、

ムサマルなど



して傷や内部損傷（打撲痕）ができる。打撲を受
けた細胞は、剥皮後黒変と同様な酵素反応により
メラニン色素を生成し、変色を呈するまで数日を
要し、細胞は壊死して異物状の塊まりとなる。打
撲による内部損傷は外観からは判別できないが、
剥皮後に変色部位として認められ、トリミング作
業の主要対象として歩留りに大きく影響する。打
撲痕の発生は、打撲時の品温が低いほど、いもの
乾物含量が高いほど多くなり、細胞間の結合力や
細胞の大きさに影響される。細胞が小さい「ホッ
カイコガネ」や乾物含量がやや低い「さやか」は
打撲発生が少なく、細胞が大きい「キタアカリ」
や乾物含量の高い「コナフブキ」は打撲発生が多
い。
４）フライ時の焦げが少ない
原料いもを低温で貯蔵すると芽の伸びを抑え消
耗を抑制できるが、10℃以下の低温では還元糖（ブ
ドウ糖、果糖）が増加する。高温で揚げるポテト
チップ加工の際、還元糖が多いとアミノ酸とメイ
ラード反応を起こし、メラノイジンという褐色色
素を生成し製品が褐色になる原因となる。低温貯
蔵での糖変動は、酸性インベルターゼ活性が関与
しており、原料用品種「トヨシロ」などほとんど
の品種が還元糖増加型である。低温で還元糖や
ショ糖の増加が起こりにくい糖量低推移型の「ホ
ワイトフライヤー」を育成し、これを母本として
「きたひめ」など実用形質の改良された品種が育
成されてきた。また「らんらんチップ」は３月ま
で貯蔵した原料を用いて、「トヨシロ」より明色の
優れた製品が得られる。
５）えぐ味の生成が少ない
生いもが光に曝されると緑化し、同時にα-ソ
ラニンやα-チャコニンなどのポテトグリコアル
カロイド（PGA）を生成する。この PGAは、生
いも100g あたり15mg を越えると明らかなえぐ味
（苦味）を感じる。含量が多くなれば、調理・加工
品の食味を著しく落とすだけでなく、神経系麻痺
や消化器系障害を引き起こす。このため収穫時や
貯蔵前の予乾では曝光に十分注意したハンドリン
グが行われているが、店頭陳列棚での爆光も含め、
消費現場でのえぐ味に対するクレームは絶えな
い。サラダ原料用の「さやか」やフライドポテト

用の「こがね丸」は、「男爵薯」に比べ曝光しても
PGA 含量の増加が少ない。このため雑味の少な
い製品が製造でき、また原料いものハンドリング
も容易である。

４．ジャガイモシストセンチュウの発生と抵抗性
品種

1972年に北海道虻田郡真狩村で、初めてシスト
線虫の発生が確認された。その後、道内で汚染面
積が拡大するとともに、1992年に長崎県、2003年
に青森県、そして2007年には三重県でも発生を確
認し、全国の発生面積は１万 ha に達しさらに増
加傾向にある。本線虫が成熟してできるシスト
（卵嚢）は、化学的・物理的に耐久性が高く、自然
条件の土壌中で10年以上活性を維持し、塊茎およ
び土とともに移動して伝染する。このため国際植
物検疫上第一級の有害線虫とされ、汚染圃場での
種いも生産は認められていない。本線虫の汚染拡
大は、ばれいしょ産業の根幹を揺るがす脅威と
なった。
ジャガイモシストセンチュウの抵抗性品種を汚

染圃場で栽培すると、農薬を用いた化学的防除無
しでも土壌中の線虫密度が減少する。また生産さ
れた塊茎にシストが付着しないため、生産物の流
通による発生面積拡大を抑制できる。そこで、抵
抗性品種の育成が急務となった。
海外から多数の抵抗性品種を導入し、特性評価

とともに本線虫発生地における適応性を検討し
た。1978年に旧東ドイツから導入した澱粉原料用
の「ツニカ」が、抵抗性品種としてはじめて登録
された。「ツニカ」を母本とする交配からは、澱粉
原料用の「トヨアカリ」、生食用の「キタアカリ」
と「エゾアカリ」、フライ用の「ムサマル」が育成
された。
1972年以降の約20年間は、ジャガイモシストセ

ンチュウ抵抗性の導入を最優先としたため、それ
以前の育成品種に比べ収量が劣るばかりでなく、
塊茎の外観や調理品質、油加工適性および澱粉品
質など利用特性も犠牲にせざるおえなかった。こ
のため国産品種育成に加え、需要構造の変化に対
応して利用特性を考慮し、加工原料向けとして「ア
トランチック」等の外国品種も導入された。さら
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に米国コーネル大学から抵抗性品種間の交配種子
を導入し、後代検定により抵抗性遺伝子を３重式
に 持 つ 母 本 系 統「R392-50」を 選 抜 し た。
「R392-50」を用いて効率的な育種をすすめ、「と
うや」、「さやか」、「アーリースターチ」等多数の
優良品種が育成された。

５．ジャガイモシストセンチュ
ウ抵抗性品種の普及

１）生食用
食卓に上るばれいしょは、そ
れぞれの調理法に適した特性を
持つことが求められており、見
た目も消費者を引き付ける魅力
のあるものでなければならな
い。つまり、消費者にとって
ジャガイモシストセンチュウ抵
抗性は意識外のことであり、当
然のことながら商品として魅力
がなければ購入しない。黄色粉
質の肉質で良食味である「キタ
アカリ」、早生で早期出荷に適
し滑らかな舌触りの「とうや」
など、消費者にとって魅力ある
品種が栽培面積を伸ばしてい
る。また、「花標津」を方親とし
て疫病圃場抵抗性に加え栽培特

性を改良した「さやあかね」、紫肉
でシスト線虫抵抗性を有する紫肉
の「キタムラサキ」と赤肉の「ノー
ザンルビー」など、個性的な品種
も育成されている。
２）加工原料用
高収量かつ高品質であること

は、加工原料用にとって重要であ
る。「さやか」は目が浅く剥皮歩
留りが高く、サラダに適し白色の
引き締まった肉質で変色も少な
い。ポテトチップは揚げたときに
焦げ目がつかないことが望まし
く、「きたひめ」は長期貯蔵原料に
適する。このように実需の利用場

面で効率に優れる品種が、栽培面積を伸ばしてい
る。さらに、ポテトチップ適性の優れる「らんら
んチップ」と「オホーツクチップ」、多収性とフラ
イ適性を併せ持つ「こがね丸」などが育成され普
及が期待される。

特産種苗 第７号
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図２ 日本におけるジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種の栽培面積推移
（注） いも類・でん粉に関する資料（農林水産省）から作成

表２ 日本におけるジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種の用途および育成場所
等

年＊＊ 生食用
（サラダ等を含む）

加工原料用
（油加工を主とする） 澱粉原料用

1980 キタアカリ(H) ツニカ＊(H)
エゾアカリ(H) トヨアカリ(H)

1990 とうや(H) ムサマル(K) アスタルテ＊(O)
ベニアカリ(H) アトランチック＊(C) サクラフブキ(K)
さやか(H) ヤンキーチッパー＊(C) アーリースターチ(H)
花標津(K) プレバレント＊(O)
普賢丸(N)
スタークイーン(K)

2000 十勝こがね(H) きたひめ(O) ナツフブキ(K)
ひかる(O)
春あかり(N) 北育13号(K)
アイユタカ(N) オホーツクチップ(K)
スタールビー(H) らんらんチップ(H)
キタムラサキ(H) こがね丸(H)
スノーマーチ(K) アンドーバー＊(C)
ゆきつぶら(K)
さやあかね(K)
ノーザンルビー(H)
はるか(H)
きたかむい(O)
ピルカ(H)
西海30号(N)

＊：導入品種。
（ ）内：育成場所もしくは導入場所

H；北海道農研（北海道農試）、K；北見農試（根釧農試）、N；長崎愛野支場、
O；ホクレン他農業団体系、C；カルビーポテト。

＊＊：命名登録年・優良品種認定年等による分類のため、種苗登録年とは数年のズレがある。



３）澱粉原料用
澱粉原料は収量性が第一義であり、「コナフブ

キ」の多収性の壁は大きい。このような状況で、
ジャガイモシストセンチュウの高濃度汚染地を中
心に「アーリースターチ」、「アスタルテ」、「ナツ
フブキ」などの抵抗性品種が作付けされている。
また、馬鈴薯澱粉の固有用途である水産練り製品
の適性が高い特性、すなわち灰分含量が少なく糊
化後の離水率が低い系統が選抜されている。
４）暖地二期作用
北海道で育成された抵抗性品種を交配親とする
と日長感応性が強く塊茎の長期休眠により、出芽
遅れ、生育不良と塊茎肥大遅れが生じ、青枯病等
の暖地特有の病害にも抵抗性がないなど、問題点
が多発した。暖地二期作では、年に春と秋の２回
栽培することから初期選抜の効率が２倍であり、
この利点を生かして暖地栽培適性の高い抵抗性母
本系統の早急な選抜を行った。育成系統の出芽期
や収量性は、ジャガイモシストセンチュウ抵抗性
導入以前に回復し、そうか病に強く食味に優れる
「春あかり」、「デジマ」より多収で外観が優れる「ア
イユタカ」が育成された。

６．将来に向けて
ばれいしょの主産地では、栽培の伝統がある有
名品種を保有しており、長崎や鹿児島の「デジマ」
と「ニシユタカ」、北海道の「男爵薯」と「メーク
イン」など、根強い人気を背景として栽培されて
いる。また、食品加工原料として優れる「トヨシ
ロ」や澱粉原料として多収の「コナフブキ」は主
要品種として栽培されている。残念ながらどの品
種も、シスト線虫に抵抗性を持たない。しかし、
消費者や加工現場からの品質に関する要望は大き
く、これらの需要に適合した抵抗性品種が多数育
成されている。新品種の作付け面積拡大により、
自然な形でジャガイモシストセンチュウの拡大抑
制が進むと期待する。
新品種の効果は、生産現場では耐病性による生
産コスト削減と収量増加、実需加工面では製品の
品質および歩留まり向上が期待される。しかし、
新品種はスーパーマンではなく、新たな企画を展
開する場合の重要な部品である。生産者が新品種

を作りこなし、実需者が加工技術を革新して新製
品を生み出し、流通販売者が消費者の心をつかむ。
それぞれの段階での努力が呼応して成功につなが
ると確信する。育種部門は、これからも需要変化
に対応し、利用特性や農業特性の向上を目指した
新品種（従来の改良型）と新たな需要を創出する
新品種（新規形質型）を提供して行きたい。

７．普及が期待される新品種
１）らんらんチップ
中早生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を

有するチップ加工原料用品種である。翌年３月ま
での貯蔵に適し、チップカラーが「トヨシロ」よ
り優れる。北海道では「トヨシロ」同様に秋播き
小麦の前作に栽培できるため、輪作体系に容易に
組み込める。また、暖地春作のチップ原料として
使用可能である。北海道では、「トヨシロ」より１
個重が小さく、収量はやや少なく、でん粉価は同
程度である。鹿児島県においては「トヨシロ」並
の生育と収量である。「トヨシロ」より多湿条件
に強く軟腐病の発生が少ないが、乾燥条件には弱
い。生理障害では、裂開がみられるが、中心空洞
や二次生長は殆どない。
２）こがね丸
中晩生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を

有するフライ加工原料用品種である。いもの形は
楕円で、「ホッカイコガネ」に比べて、でん粉価が
高く多収かつ大粒である。肉質は「ホッカイコガ
ネ」よりやや粉質の中である。ただし、蒸すと強
く粘る。えぐ味の元であるグリコアルカロイドは
光にあたることにより増加するが、「こがね丸」で
はその増加が少なく、収穫後の品質維持に優れる。
打撲黒変耐性が弱なので、過度の乾燥時や地温
10℃以下での収穫は避け、塊茎の移動・選別時に
は、落下・飛び跳ね箇所を減らし、打撲を与えな
いように注意する。「ホッカイコガネ」より中心
空洞が発生しやすいので、十分な培土を行い、疎
植・多肥をさける。
３）はるか
中生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有

する生食用品種である。いもは白肉で食味が良
く、サラダおよびコロッケ加工適性もある。いも
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は大粒で、収量は「男爵薯」よりも多い。でん粉
価は「男爵薯」や「さやか」よりもやや低い。い
もの形は倒卵形で、目の周りが赤く着色した既存
品種と区別性のある外観を呈する。目はやや浅い
ため、皮が剥き易く、剥皮後の褐変も少ない。い
もの内部異常は「男爵薯」よりも少ない。このた
め、市場販売のみならず、業務用としての用途も
見込まれる。「男爵薯」と異なるやや粘質の肉質
であり、水煮による煮崩れが少ない。青枯病なら
びに塊茎腐敗に対してもやや強い抵抗性を有す
る。
４）ピルカ
中早生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を
有する生食用品種である。規格内いも重が、「男
爵薯」および「メークイン」より多収である。ま
た、いもが長卵形で、目が浅く二次生長の発生も
少ないので、外観特性が優れる。既存品種に比べ
トリミング数が少なく、剥皮歩留りが高く、作業
効率の向上や残渣廃棄物の減少が図られる。水煮
時の肉色は淡黄で調理後黒変や煮崩れが少なく、
肉質は「メークイン」同様の“やや粘”で、食味
の評価は「男爵薯」並みであり、総合的に水煮適
性が高い。市場販売用のみならず、業務用として
の利用も見込まれる。
５）キタムラサキ
中晩生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を
有する新規用途向け品種である。アントシアニン
色素（主成分ペタニン）を生いも100g あたり
200mg 程度含有し、いもの外皮と内部の肉色が紫
色である。いもの大きさや熟度の違いによる色素
含量のばらつきが少ないため、肉色の安定性が高
い。いもの肥大が早く、１個重が大きく多収で、
でん粉価は「男爵薯」より高い。目が浅いため皮
は剥きやすく、内部異常はほとんどない。
６）ノーザンルビー
中早生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を
有する新規用途向け品種である。アントシアニン
色素（主成分ペラニン）を生いも100g あたり
200mg 程度含有し、いもの外皮と内部の肉色が赤
色である。いもの切断面に色むらが無く、内部異
常はほとんどない。「男爵薯」とほぼ同じ収量と
でん粉価で、いもはやや大きい。

７）さやあかね
中生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有

する生食用品種である。疫病圃場抵抗性であるこ
とから、本病害の無農薬栽培が可能である。「男
爵薯」に比べ収量性は高く、上いも平均一個重も
大きく、外観品質が優れる。「男爵薯」並の良食味
でコロッケ加工適性もある。褐色心腐の発生する
ことがあるので、多肥や疎植を避け、十分な培土
を行う。また、いもの休眠期間が短いので、貯蔵
に際し留意が必要である。
８）北育13号
2010年に登録申請予定の有望系統である。中晩

生のジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有する
澱粉原料用系統である。でん粉価およびでん粉収
量ともに「コナフブキ」並で、いもはやや小さい。
でん粉品質は、平均粒径を除いてほぼ「紅丸」並
で、離水率が低く水産練り製品等の利用に適する。
９）アイユタカ
ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有する暖

地二期作向け品種である。春作・秋作とも大いも
で「デジマ」より収量が多く、滑皮で目が浅くて
外観に優れる。肉色は淡黄で「デジマ」よりやや
黄色味が強く、肉質は中程度、大いもでも中心空
洞などの内部異常が少なく、ビタミンC含有量が
多い。ビタミン C 含有量が多い。マルチ栽培に
おいて出芽がやや遅れるので、芽焼け（高温障害）
に注意する。また、青枯病、そうか病、疫病には
弱いので、健全な種いもを使用し、基本的防除を
実施する。
10）西海30号
2010年に登録申請予定の有望系統である。ジャ

ガイモシストセンチュウ抵抗性を有する暖地二期
作向け品種である。春作・秋作とも大いもで、春
作では株当たりいも数が多いため「デジマ」より
多収となるが、秋作ではいも数が少ないためやや
低収となる。いもは楕円形、白黄色、目が浅く、
やや滑皮で外観はよいが、形と大きさの不揃いが
見られる。でん粉価は「デジマ」より低く、肉質
が緻密で煮崩れが少なく、食味は中～やや良であ
る。そうか病にも強いが、疫病には弱い。

特産種苗 第７号
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特集 ばれいしょ

ばれいしょ原原種の生産・配布について
＜ばれいしょ生産の起点となる健全・無病な原原種生産＞

独立行政法人種苗管理センター

業務調整部種苗生産課長 田島 和幸

はじめに
我が国の畑作地域における基幹的畑作物である

“ばれいしょ”は、ウイルス病や細菌病等に侵され
やすく、一度感染すると防除が不可能です。また、
これらの種苗を自家増殖等で繰り返し生産を行う
と、ウイルス病等が種苗で伝染し、産地に蔓延し
て生産に大きな打撃を与え、加工業者、消費者に
も多大な影響を及ぼすことになります。
このため、ばれいしょの安定生産には健全で無
病な“種いも”を毎年利用することが欠かせませ
ん。また、ばれいしょは栄養繁殖性植物で増殖率
が低いことから、健全無病な優良種苗を安定的に
生産・供給するため、種苗管理センター、道県、
農業団体による３段階増殖体系が整備されてお
り、種苗管理センターはその起点となる原原種を
一元的に供給しています。（図１）これにより、世
界のトップレベルにある我が国のばれいしょの高
生産性（反収）が支えられています。
本稿では、種苗管理センターでの原原種生産に
ついて紹介します。

１．厳格な隔離ほ場での生産
種苗管理センターは、最も厳格な管理が求めら

れる原原種について、病害虫の侵入防止策が徹底
された隔離ほ場において生産されています。現
在、原原種生産をしている農場は、北海道中央農
場、後志分場、胆振農場、十勝農場、上北農場、
嬬恋農場及び雲仙農場の計７農場であり、各農場
ではイラスト【図２】にあるように防虫林を設け
てウイルス病を伝搬するアブラムシの飛来を防
ぎ、動物の侵入防止のための農場敷地外周のネッ
トフェンスや車両洗浄装置を設置してジャガイモ
シストセンチュウ等土壌伝染病害の侵入防止を図
るほか、連作による土壌病害の回避のため永年牧
草、緑肥エン麦の鋤込みを行いながら５年輪作を
実施するなど、病害虫に対する厳格な管理を行っ
ています。
このほか、より高品質な原原種を配布できるよ

う、耕起から植え付けまでを一体的に行うソイル
コンディショニングシステムの導入や、より選別
精度を高めるカメラセンサー式選別装置の設置等
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種苗生産の流れ

植物防疫法に基づく病害検査

図１ 原原種を起点としたばれいしょの生産状況（平成19年）



を進めています【写真１】。

２．72品種の原原種を配布
平成21年度の原原種の配布量（実績見込み）は
72品種、1,310トン（約６万５千袋（１袋20kg 入
り））で、配布先は北海道、青森県、岩手県、福島
県、長野県、群馬県、岡山県、広島県、香川県、
愛媛県、佐賀県、長崎県、熊本県、鹿児島県、沖
縄県となっています。
近年は、ジャガイモシストセンチュウや疫病等
の病害虫に抵抗性を持った品種や加工食品用品種

等が育成されるとともに海外からの
優良品種の導入も進み、原原種の配
布品種数は年々増加しています。品
種別割合を見ると、食用では市場で
の人気の高さを反映して、「男爵薯」
や「メークイン」が全体の三割程度
を占めており、「キタアカリ」や「と
うや」等の比較的新しい品種の需要
が拡大しつつあります。暖地向け品
種としては「デジマ」や「ニシユタ
カ」、澱粉原料用では「コナフブキ」、
加工食品用ではポテトチップス用の
「トヨシロ」が主なものとなってい
ます。このほか、新規需要のカラフ
ルポテトとして赤皮赤肉の「ノーザ
ンルビー」、紫皮紫肉の「シャドーク

イーン」、橙黄肉の「インカのひとみ」等の生産・
配布も行っています。

３．無病性や品種の純粋性の確認・検定
種苗管理センターが行う原原種生産について

は、病害虫の侵入防止策が徹底された隔離環境の
下で、施設内生産⇒基本ほ⇒原原種ほという増殖
段階のそれぞれにおいて無病性の確認のための検
定の他、品種の純粋性の確認を徹底して行ってい
ます【図３】。
具体的には、

① ばれいしょの生長点（茎頂）を切り出して試
験管で培養し、各種の検査を行ってウイルス病
に罹かっていないこと（ウイルスフリー化）を
確認し、センターでの原原種増殖の大元種苗（母
本）とします。消費者の皆さんが目にされる
スーパーで売られている“ばれいしょ”のルー
ツを遡れば、この試験管内の小さな苗にたどり
着くこととなります。

② 次に、この苗を無菌状態の容器内で大量に増
殖を行います。

③ 器内で増殖した無病な培養植物を病害虫から
隔離された温室で栽培することで、直径２～３
cmで重量10ｇ前後のミニチューバー（小塊茎）
が生産されます。

④ ミニチューバーは、ジャガイモシストセン

特産種苗 第７号
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図２ 農場での病害虫の厳格な管理

写真１ ソイルコンディショニング



チュウの検診（土壌検診）を済ませた隔離ほ場
に植付け、ウイルス病を伝搬するアブラムシか
ら保護するために網をかけて栽培・増殖します。
（基本ほ）
⑤ 最後に、基本ほで生産された種いもを土壌検
診を済ませた隔離ほ場に植付け、栽培期間中に
は病害虫の発生状況に応じた薬剤散布を行うと
ともに、ほ場での５～10回の肉眼検定において
病気に罹った株や異品種等を徹底して除去する
などの管理を行って、健全・無病な原原種が生
産され、これを原種生産用として配布します。
種苗管理センターでは、上記①～⑤の各段階
において、電子顕微鏡検査、遺伝子診断（PCR
法）、抗血清検査（エライザ法）、接種検査、培
養検査等を用いて、植物防疫法に基づく厳格な
検査を実施しています【写真２、３】。

４．施設内での養液栽培（ミニチューバー生産）
種苗管理センターでは、ばれいしょ新品種の早
期普及や品種数の増加に対応し、新品種の受け入

れから原原種配布までに要する期間の短縮と生産
の効率化を図るため、従来の保護網室における塊
茎生産に代わり、器内増殖技術を活用した大量増
殖法によりミニチューバー（MiniTuber 以下
「MnT」という。）を生産する新たな体系に切り換
えています。
MnTは、10ｇ程度の塊茎を“種いも”として用

いるため通常の大きさの塊茎に比べ萌芽性や収量
性で大きな差は見られず、需要への柔軟な対応と
効率的な生産が可能です。これまで、３つの生産
方式について３農場（北海道中央：ピートモス主
体の培養土による密植栽培、十勝：フィールド水
耕装置による密植栽培、嬬恋：養液栽培）で実用
化に向けた実証的な試験を行い、栽培のノウハウ
を蓄積してきました。現在、種苗管理センター中
期目標（平成18～22年度）の「ばれいしょの器内
増殖技術等の急速増殖技術の実用化・導入により
生産の効率化を図る」ことに即し、平成19年度に
北海道中央農場に培養施設を新設し培養苗の大量
増殖を行うとともに、平成20年度には自動制御型

－17－

図３ 培養系母本をもとにした原原種増殖体系

写真２ エライザ検定 写真３ PCR検定



の養液栽培温室（1,617㎡）を完成させ、MnT生
産体制の強化を図っています【写真４】。
この新しい温室は、屋根素材にフッ素フィルム
を複層しフィルム間に空気を送り空気層をつくる
ことで、断熱性に優れ風圧に強い構造となってい
ます。また、夏場の温度管理は遮光カーテンの自
動制御と換気扇の強制吸排気とし、温室内は循環
扇と細霧冷房で温度ムラと温度上昇を抑える方式
となっています。
平成21年度には、種苗管理センターの基本種用

“種いも”の全てを従来の網室生産からMnT に
切り換えるとともに、３農場で生産されたMnT
を関係農場へ供給する体制に移行しました【写真
５、６】。

５．MnT生産の利点
網室生産と比較した場合、MnT 生産には多く
の利点があります。
まず、①器内増殖技術を活用することで、育成
機関等から育成系統を受け入れた後、茎頂培養に
よりウイルスフリー化した種苗を予備増殖するこ
とで、育成品種の早期普及にも寄与するとともに、
近年の品種数が急増する下での機動的な多品種生

産にも向いています。
② 次に、コスト面では、初期投資を除けば、網
室生産と種子切断が不要となる上に、MnT 生
産技術の確立により作業的には契約職員（雇用
者）による比較的軽労働が中心となるなど、よ
り効率的で低コストな生産を実現できると期待
しています。

③ 更に、ばれいしょの連作と塊茎の循環利用に
よる網室生産から、土壌を使用しないMnT生
産へと転換することで土壌伝染性の病害の発生
リスクを回避でき、より無病性が向上します。
もちろん、品種の純粋性の確認、異品種混入や
変異株の抜き取りなど徹底した管理を行ってい
ます。

６．おわりに
種苗管理センターは、今回紹介しましたばれい

しょ原原種の生産配布業務のほか、さとうきび原
原種の生産配布、新品種登録のための栽培試験、
新品種の育成者権の保護、流通種苗の表示や品質
の検査、植物遺伝資源の保存・増殖などを行う種
苗の管理に関する総合機関です。今後とも種苗管
理センターの使命である「農業生産の最も基礎的
かつ重要な種苗の管理を通じて、農業の発展ひい
ては国民生活及び社会経済の安定等に貢献する」
するよう、一層の努力を続けていきたいと思って
おります。
種苗管理センターのホームページ （http://

www.ncss.go.jp/）
（田島和幸：現種苗管理センター嬬恋農場長）

特産種苗 第７号
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写真４ 養液栽培温室

写真５ フィルド水耕栽培 写真６ 養液栽培



特集 ばれいしょ

北海道の馬鈴しょ生産の現状について

北海道農政部食の安全推進局農産振興課

１．はじめに
北海道では、全国の約４分の１に相当する116
万 ha（平成21年）の広大な耕地面積を生かし、稲
作、畑作、酪農などの土地利用型農業を中心とし
た生産性の高い農業が展開されています。その中
で、馬鈴しょは、小麦、豆類、てん菜と並び畑作
農業の基幹品目に位置付けられており、主要な畑
作地帯である十勝、網走支庁管内を中心に、全道
各地で生産が行われています。

２．馬鈴しょ生産の概要
本道の馬鈴しょ作付面積は５万5,200ha、生産

量は213万1,000t で、全国（秋植えを含む。）に占
める割合はそれぞれ65％、78％となっており、い
ずれも第１位です（平成20年産）。
生産された馬鈴しょの用途別消費状況をみる
と、でん粉原料用としての利用が最も多く、生産

量全体の５割が仕向けられています。次いで、
チップや冷凍コロッケなどの原料として利用され
る加工食品用、青果として販売される生食用、種
馬鈴しょとして利用される種子用の順となってい
ます（平成19年産）。
本道の農業産出額１兆251億円のうち、馬鈴しょ

は、632億円で全体の６％を占め、品目別では生乳
（2,947億円）、米（1,255億円）に次ぎ第３位となっ
ているほか、全国のいも類の農業産出額（2,083億
円）の３割を占めています（平成20年産）。
このように、本道の馬鈴しょは全国トップの生

産量を誇るとともに、本道農業を代表する品目の
一つとなっています。

３．品種の育成と普及
本道では、種馬鈴しょの増殖が始まったばかり

のものも含め、50を超える品種の馬鈴しょが作付
けされています。作付面積が最も大きな品種は、
でん粉原料用のコナフブキ（１万6,300ha）で、作
付面積全体の３割程度を占めています。次いで、
男爵薯（１万2,100ha）、トヨシロ（7,400ha）メー
クイン（6,200ha）の順となっており、これら４品
種で作付面積全体の４分の３を占めています（平
成19年産）。このほかにも、需要に応じて特色の
ある品種が数多く生産されています。
品種の育成に関して、本道では（独）農研機構

北海道農業研究センター、（地独）道総研農業研究
本部（旧道立農業試験場）のほか、農業団体及び
民間の研究機関による育成や海外からの導入が行
われています。栽培試験等を経て、馬鈴しょの生
産振興に資する優れた特性を持つことが確認され
た品種については、知事が「優良品種」として認
定し、広く普及することとしており、現在、38品
種が認定されています。
近年認定された品種には、でん粉品質が優れで
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■ 本道馬鈴しょの地位（平成20年産）

北海道 全国 北海道／全国

作付面積（ha） 55,200 84,900 65％

収穫量（千 t） 2,131 2,743 78％

産出額（億円） 632 2,083 30％

資料：農林水産省「作物統計」「農業経営統計」
（注１）：全国の作付面積及び収穫量には秋植えを含む。
（注２）：全国の産出額はいも類。

■ 馬鈴しょの用途別消費実績（平成19年産）

用途
仕向量（生産量）(t)

構成比（％）

生食用 307,269 27

加工用 415,571 37

でん粉原料用 1,118,294 100

種子用 130,471 12

その他 234,793 21

計 2,242,000 200

資料：農林水産省「作物統計」、北海道農政部調べ
（注）：用途中の「その他」には、自家消費や減耗などが含まれる。



ん粉収量も多いでん粉原料用の「北育13号」（平成
22年認定、北見農業試験場育成）、水煮適性が高く
多収な生食用の「北海97号」（平成21年認定、北海
道農業研究センター育成）、米国から導入され、早
掘りでもチップ加工適性が優れている加工用の
「アンドーバー」（平成20年認定、カルビーポテト
（株）導入）、多収で食味もよくジャガイモシスト
センチュウに抵抗性を持つ生食用の「きたかむい」
（平成19年認定、ホクレン農業総合研究所育成）な
どがあります。

４．種馬鈴しょの生産状況
本道では、植物防疫法及び関係法令と相まって
健全無病な種馬鈴しょの生産を推進するため、「北
海道種馬鈴しょ生産販売取締条例」に基づき、一
定の要件を満たし登録を受けた者でなければ種馬
鈴しょの生産を行ってはならないこととしていま
す。また、種馬鈴しょ生産者は、道が定める「種
馬鈴しょ生産管理基準」に基づき、ほ場の選定、
管理を適正に行うこととしています。

本道の種馬鈴しょ生産面積は原種ほと採種ほを
合わせて5,600ha、合格生産物の数量は916万袋
（20kg 入り）となっています（平成19年産）。合格
生産物のうち、４分の３が種子として消費されて
おり、道内の採種ほ設置用及び一般栽培用として
利用されるほか、道外へも100万袋を超える数量
が移出されています。
種馬鈴しょの生産に当たっては、前述の優良品

種のほかに、普及地域が限定的となるものの一定
の需要が見込まれる品種や、道外でしか一般栽培
がない品種の一部で種子生産の要請があった品種
などについても、多様なニーズへの対応を通じて
馬鈴しょの生産振興を図る観点から、地域在来品
種等に位置付け、増殖の対象としています。主な
ものとしては、肉色が濃黄色で栗やナッツのよう
な風味が特徴の「インカのめざめ」、米国から導入
され、油加工適性に優れチップ原料として生産さ
れている「ノーキングラセット」、九州など西南暖
地向けに種馬鈴しょとして移出される「ニシユタ
カ」などがあります。

特産種苗 第７号
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■ 優良品種の認定状況

用 途 品種名 特 性 シスト
抵抗性

育成機関
原産国 認定年

生食用 さやあかね 疫病無防除栽培が可能 ○ 北見 H18

きたかむい 早生、良食味、男爵薯より多収で調理適性が優る ○ ホクレン H19

はるか 良食味で、サラダ・コロッケ加工適性に優れる ○ 北農研 H19

北海97号 剥皮効率、水煮適性が高い ○ 北農研 H21

加工用 ゆきつぶら サラダ適性を有し、男爵薯より中心空洞や打撲黒変が少ない ○ 北見 H17

らんらんチップ チップカラーが優れる ○ 北農研 H17

こがね丸 粉質でフライ加工適性を有し、多収 ○ 北農研 H18

アンドーバー 早掘り、普通掘りでのチップ加工適性に優れる ○ 米国 H20
でん粉
原料用 アーリースターチ 早掘りが可能 ○ 北農研 H８

ナツフブキ 早掘りが可能 ○ 北見 H15

北育13号 でん粉品質に優れ、でん粉収量がコナフブキ並 ○ 北見 H22

（注１）：「シスト抵抗性」欄の○は、ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有することを示す。
（注２）：「育成機関／原産国」中、「北見」は（地独）北見農試（旧道立北見農試）「ホクレン」はホクレン農業総合研究所、「北農研」は（独）北海道農業

研究センター（旧農林水産省北海道農業試験場）を示す。

■ 種馬鈴しょの生産状況（平成19年産）

申請面積
（ａ）

合格割合
（％）

生産量
（袋）

消費内訳（袋）

道内採種ほ用 道内一般ほ用 道外一般ほ用 その他

559,981 99.8 9,160,014 504,275 4,758,888 1,260,391 2,636,460

資料：農林水産省「種馬鈴しょ検査成績」、北海道農政部調べ
（注１）：単位の「袋」は20kg 入り。
（注２）：消費内訳の「その他」には、食用、でん粉原料用、減耗などが含まれる。



５．馬鈴しょ生産の課題と今後の対応
道内の馬鈴しょ作付面積は、でん粉原料用を中
心に、他品目への作付転換や、生産者の高齢化に
伴う労働力事情から作付の縮小・中止などにより
減少しています。しかし、馬鈴しょは本道畑作農
業の基幹作物であり、適正な輪作体系を維持する
観点からも一定程度の作付を確保する必要があり
ます。道としては、農業団体と連携しながら作付
指標面積を踏まえた生産を推進するとともに、多
収性の新品種の開発や歩留まり率を高める技術開
発等に努め、高品質な馬鈴しょを省力的に生産す
ることにより生産性と収益性を高める取組を進め
てまいります。
また、今年３月に公表された、新たな食料・農
業・農村基本計画の素案における馬鈴しょの生産
数量目標を達成するために、生産者や関係者が積
極的に取り組むべき課題として、加工食品向け馬
鈴しょの供給拡大が挙げられています。国産馬鈴
しょのシェアが低い用途への原料供給を見据えた
生産体制や、道産馬鈴しょの端境期においても実
需者ニーズに的確に応えられる安定供給体制の確
立が喫緊の課題となっています。
道内では、農業団体等により構成される「北海
道馬鈴しょ協議会」が中心となって、加工適性に
優れ長期貯蔵性のある馬鈴しょ新品種の早期開
発、原料の安定供給に必要な貯蔵技術の開発、高
品質な原料を省力的に生産するための栽培技術の
開発に向けた試験研究等の取組が進められていま
す。また、一部の産地においては、高品質省力栽
培技術であるソイルコンディショニングシステム
が導入され、加工用馬鈴しょの生産拡大に取り組
む事例もみられます。輸入品が占める割合が大き
い加工用馬鈴しょにおける国産シェアの増加に向
け、このような取組のさらなる拡大が期待される
ところです。
種馬鈴しょの生産では、高品質で健全無病な種
馬鈴しょの生産を確保し、道内外の利用者に安定
的に供給していくことが何よりも重要です。近
年、道内ではジャガイモシストセンチュウの発生
確認が相次いでおり、一般栽培ほ場を含めた検診
の実施による早期発見とまん延防止に向けた基本
対策の励行、種子更新率の向上に加え、需要の喚

起や販路の確保を通じた抵抗性品種の普及、健全
な種馬鈴しょの利用推進などを通じて、採種環境
の保全に努める必要があります。加えて、種馬鈴
しょの品質については、近年は外観も含めて一定
程度の水準が求められるようになっていることか
ら、産地においては適切な生産管理に加え、収穫
後の種馬鈴しょの取扱いについても十分な注意を
払うことが重要です。
馬鈴しょは増殖率が他の作物と比較して低いこ

とから、一定の作付面積を確保するのに必要な種
子を準備するためには、実際に利用する数年前か
ら増殖を始める必要があります。そのため、実需
者が求めるタイミングで必要な量の原料供給を行
うことができるよう、早期の需要把握とこれに基
づく種馬鈴しょの計画的な生産を進めてまいりま
す。
移出用種馬鈴しょの生産においては、近年新た

に、他府県からの原種の受託生産を行うという新
たな取組も始まっています。また、種馬鈴しょの
移出は、農業団体以外に種苗会社などによる取扱
いも行われており、本道が国内最大の種馬鈴しょ
生産地域として全国に必要な種馬鈴しょを安定供
給していくため、少量品種を含め需要を適切に把
握するとともに、需要に応じた種馬鈴しょの計画
的な生産を進めてまいります。

６．終わりに
本道における馬鈴しょ生産は、本道農業におい

て重要な位置付けとなっているばかりではなく、
わが国の食料供給あるいは馬鈴しょ関連産業の振
興の面においても重要な役割を果たしています。
道としては、実需者のニーズに応じた品質の高

い馬鈴しょの安定的な生産確保に向けて、健全無
病な種馬鈴しょの生産対策を含め、引き続き関係
機関・団体と連携しながら取組を進めていきたい
と考えています。
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特集 ばれいしょ

長崎県におけるばれいしょの生産振興対策について
長崎県農林部農産園芸課

野菜班 楠本 亮也

１．青果ばれいしょの生産について
（１）青果ばれいしょ生産の現状
長崎県のばれいしょの歴史は古く、慶長年間

（1596年～1614年）に当時のジャカトラから長崎
に入り、全国に広まったと言われている。
昭和26年には、島原半島の愛野町（現雲仙市）
に農林省指定試験地（現長崎県農林技術開発セン
ター馬鈴薯研究室）が設置され、「暖地二期作向け
食用ばれいしょの新品種育成試験」が開始され、
これまでに「ウンゼン」、「タチバナ」、「デジマ」、
「ニシユタカ」、「アイユタカ」等の品種が育成され、
本県はもとより西南暖地のばれいしょ産地におい
て栽培が行われている。
長崎県内のばれいしょの生産は、島原半島や諫

早市飯盛地区を中心に平成19年産で栽培面積
4,090ha、生産量11万500t と、生産量は北海道に
次いで全国第２位を誇り、農業産出額も83億円と
本県農業の基幹作物となっている。
栽培品種については、これまで変遷はあるもの

の、現在本県では「ニシユタカ」（面積シェア約
72％）、「メークイン」（約16％）、「デジマ」（約10％）
の栽培が行われており、近年では「アイユタカ」
の栽培が徐々に増加している。また、出荷はほと
んどが青果用となっている。
しかし、近年は生産者の高齢化の進展や国内他

産地との競合、青果用ばれいしょ消費の減少等に
よる市場価格の低迷により、ばれいしょ農家の経
営は非常に厳しい状況にあり、栽培面積も年々減

少して、ピーク時
の半分程度となっ
ている。
このような状況

を踏まえ、県では
20年度に、ばれい
しょ関係者による
プロジェクトチー
ムを設置して、地
域の生産者等との
意見交換会を開催
する等、今後の本
県ばれいしょ産地
の育成・強化に向
けた振興プランの
検討を行い、その
意見を踏まえ、平
成21年９月に本県
のばれいしょ振興
計画である「長崎
県ばれいしょ活性
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図１ 長崎県における品種の変遷



化プラン」を策定した。
（２）今後の振興対策
「長崎県ばれいしょ活性化プラン」では、平成25
年度において、栽培面積4,000ha、産出額100億円
を目標に掲げ、①大規模農家の育成、②生産安定・
生産コストの低減、③４月出荷量の確保、④加工・
業務用ばれいしょの取り組み、⑤高付加価値ばれ
いしょ団地の育成、⑥再生産価格の維持・確保、
⑦「長崎ばれいしょ」消費宣伝及び知名度向上対
策、⑧農協系統と商系会社との連携、⑨安全・安
心への取り組み、⑩環境にやさしいばれいしょ生
産について取り組み、その進行管理については
ワーキングチームを結成し、進捗状況の把握や施
策の検証・評価を行う計画である。

２．種ばれいしょの生産について
（１）種ばれいしょ生産の現状
長崎県は、国から指定を受けた採種県であり、

生産された種いもは南九州を始め、全国へ供給さ
れている。栽培の歴史は古く、種ばれいしょ生産
を開始して、今年で56年目を迎える。栽培面積は、
平成19年産で春作72ha(151戸)、秋作40ha(90戸)
計112ha であり、島原半島を中心に県北地区等に
おいても栽培が行われている。栽培品種は、ニシ
ユタカ、デジマを中心にアイノアカ、普賢丸、ア
イユタカの５品種である。
（２）今後の振興対策
現在は前述のとおり５品種の栽培であるが、今

後は、長崎県農林技術開発センター（指定試験地）
で育成された西海31号（赤肉品種）や今後品種登
録を予定している西海30号についても種ばれい
しょ生産を開始する計画である。
また、今後の振興対策については、青果ばれい
しょと同様に種ばれいしょ関係者や生産者の意見
を踏まえ、「長崎県ばれいしょ活性化プラン」の種
ばれいしょ部門として取りまとめた。対策として
は、①重要病害虫対策、②優良種いもの生産、③
需要量に応じた栽培面積の確保、④新産地の育成、
⑤ばれいしょ採種組合の活動強化を進める。
具体的には、重要病害虫対策として関係機関連
携したアブラムシ発生予察情報の伝達システムを
確立し、今後情報を流し、適期防除を実施してい

くことや青果ばれいしょ農家、種ばれいしょ農家
を対象として重要病害虫防除対策説明会を開催
し、ジャガイモシストセンチュウや塊茎えそ病の
防除対策の周知徹底を図る事としている。
また、優良種いもの生産を図るため、原種圃場

については、青果ばれいしょ圃場との混在化が少
ない県北地区の設置面積を拡大することや採種圃
場についても青果ばれいしょ圃場とのゾーニング
化を図る計画である。
種ばれいしょは優良種いもを生産する事が第一

の目標であり、また青果ばれいしょ生産にとって
も欠かせないものであるので、今後についても関
係機関及び種ばれいしょ生産者と一緒になり、優
良種いもの生産に努めていきたい。
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特集 ばれいしょ

鹿児島県におけるばれいしょ生産の概要

鹿児島県農政部農産園芸課

１．はじめに
鹿児島県は南北約600km、東西約270kmの地理
的広がりと年平均気温15℃～23℃までの幅広い気
象条件を有しており、全国２位の広大な畑地と温
暖な気象条件を活かして、畜産、野菜、花き、茶
などの生産が盛んに行われてい
ます。
平成20年度の農業産出額は
4,151億円で全国４位となって
おり、野菜については、約600億
円（14％）で、畜産に次いで、
耕種部門で１位となっていま
す。
中でもばれいしょは、他産地
では、貯蔵ばれいしょが主体と
なる１月～５月にかけて、掘り
たてで、新鮮なばれいしょの出

荷が可能となっており、春を呼ぶ季節商材（新じゃ
が）として消費地の評価が高く、高単価の期待で
きる品目として取り組まれ、現在、生産量は北海
道、長崎に次ぐ全国３位を誇っています。

２．ばれいしょ生産の概況
（１）栽培面積及び生産量
平成20年のばれいしょの産出額は約97億円で、

本県の野菜産出額の16％を占めており、本県野菜
の第１位品目となっています。作付面積は、価格
等の影響により年次差はあるものの、近年
4,400ha 前後、生産量は、約９万トンで推移して
います。
（２）品種と作型（リレー出荷）
栽培品種は、多収の中晩性品種「ニシユタカ」

（45％）が主力品種であり、その他に「メークイン」、
「ホッカイコガネ」、「農林１号」、「デジマ」、加工
用として「トヨシロ」などが、栽培されています。
本県では、地理的広がりによる温度差を利用し

たリレー出荷の取組が行われており、作型は図３
に示すように、南西諸島から県本土間の出荷バト
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鹿児島県の
野菜産出額（H20年）
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図１ 本県の野菜産出額の内容
（資料）農林水産省「生産農業所得統計」
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ンが渡っていくことで、12月から５月まで、安定
した出荷を行っています。
（３）安心・安全への取組
本県では、市場や消費地から高く評価され、県

内他産地のモデルとなる優れた産地を「かごしま
ブランド産地」として指定しており、本県ばれい

しょの主力産地である「沖永良
部」「長島地区」、「なんぐう地区」
などが指定されています。
さらに、これらのブランド産

地と「種子島」、「徳之島」など
のばれいしょ主力産地では、農
林水産省が進める GAP を取り
入れた「かごしまの農林水産物
認証制度（K-GAP）」の認証を

取得するなど、安心・安全なばれいしょ生産に取
り組んでいます。

３．生産性向上に向けた取組
（１）産地課題解決への取組
本県のばれいしょ生産は、複合経営の１品目と

して栽培される例が多いことから、作付規模が小
さく、近年は、高齢化による生産者の減少により、
産地の弱体化が懸念されています。さらに本土地
域での霜害や、赤土ばれいしょに代表される奄美
地域では、粘土質の強い土壌であるため、降雨後
の収穫が困難であったり、冬場特有の強い季節風
の影響で病害が発生するなどの気象災害を受けや
すく、ばれいしょの生産・出荷は不安定な状況に
あります。
このため、本県では、土壌や気象条件を克服す

るための生産技術の向上と植付・収穫作業等の機
械化による規模拡大に取り組んでいます。ここで
は、具体的な取組について説明していきます。
（２）霜害予防と防風対策
地域の気象条件を考慮した作付体系による霜害

の回避や防風ネットの設置による季節風対策など
を実施することで、これらの被害を軽減し、生産
安定に努めています。
（３）土づくり
県内主要産地の土壌は、重粘性土壌や酸性土壌

が多く、また、連作に伴う病害の発生等により、
生産性の低下も懸念されています。産地では、生
産性の低下を防ぐため、他作物との輪作や堆肥、
緑肥作物などの有機物施用、深耕による土づくり
や土壌診断に基づいた肥培管理を行うとともに、
局所施肥等により、化学肥料の低減に努めていま
す。
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（４）経営体の育成による産地形成
小規模農家主体であった本県の生産は、機械化
体系の確立により、栽培規模が１ヘクタール以上
の生産者割合が、平成７年は、６％であったが、
平成17年には15％にまで拡大しています。大規模
農家では自走式ハーベスタが導入されるなど、植
付から収穫までの機械化により労働時間もかなり
短縮され、近年、10ヘクタール以上の大規模経営
体も育成されるなど規模拡大が進んできていま
す。また、高齢農家等への対応として、収穫作業
等の重労働に他業種（建設業者）が参加するなど
の作業受委託も行われ、産地の維持発展に繋がっ
ています。
（５）環境と調和した農薬低減技術
ばれいしょの病害で特に問題となるのがそうか

病ですが、県内では、米ぬかやフスマなどの有機
物の投入を行い、土着菌等を増加させることで、
そうか病の発生を抑えるなど、土壌消毒剤に頼ら
ない防除技術が普及しています。有機物の投入効
果は高く、試験研究機関や産地の実証試験等にお
いても確認されています。
（６）選果と出荷
本県の主要産地のばれいしょ出荷箱には、生産

者番号やほ場番号等を印字するなど、トレーサビ
リティにも対応できる体制が取られており、また、
仮に残留農薬等の問題が発生した場合でも迅速な
対応が行える管理体制も整えています。
出荷先は、京浜、中京、京阪神が中心ですが、
他に中四国、九州等にも出荷され、本県の春野菜

の代表として流通しています。輸送はトラック、
又は JR コンテナによる陸上輸送や海上輸送によ
り各市場に送られています。

５．種いも自給に向けた取組
本県は、北海道や長崎などの採種地域の種ばれ

いしょを利用した生産が行われていますが、一部
産地において、種いもの自給に向けた取組が始まっ
ています。その目的は、生産コストの低減と産地
内の早期作型における良質種いもの安定確保を図
るためであり、現在、生産体制の確立に向けた技術
検討、検査体制整備に取り組んでいるところです。

６．おわりに
本県のばれいしょは、赤土土壌で栽培されるも

のが多く、きれいな色ときめこまやかな肌が自慢
です。また、収穫後すぐに出荷されるため、鮮度
が高く、その品質は高く評価されています。
ばれいしょ産地が数多くある中で、消費者からの
信頼を更に高めるため、今後とも「かごしまの農林
水産物認証制度」への取組強化により、安心・安全
なばれいしょ産地としての評価を高めるとともに、
消費地での販売促進活動等を通じ積極的な情報発
信を行い、鹿児島のばれいしょの知名度をさらに高
めることが重要であると考えます。また、産地にお
ける出荷調整等貯蔵施設の活用を図り、定時・定
量の出荷体制の整備を行うとともに、ばれいしょ専
作経営体等の大規模生産者を育成することが、足
腰の強い産地の確立に繋がると考えています。
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特集 ばれいしょ

北海道産移出用種馬鈴しょの情勢について
ホクレン農業協同組合連合会

種苗園芸部種苗課

１．生産状況
種馬鈴しょ検査申請書の集計結果をみると、平
成21年産の北海道の種馬鈴しょ生産面積は、
556,132a（原種55,333a、採種500,799a）となって
おり、品種数は53品種（生食・調理用30品種、で
ん粉原料用７品種、加工食品用11品種、暖地生食
用５品種）があります。
種馬鈴しょの多くは、北海道における馬鈴しょ
生産に用いることを目的に生産されております
が、移出用として都府県向けに出荷することを目
的に生産される部分については、面積で118,054a、
品種数で20品種ほどになります。
移出用種馬鈴しょの生産地は道内各地に分散し
ており、馬鈴しょの生産地にあって青果出荷用や
それを生産するための更新用種馬鈴しょと併せて
移出用を生産している地区もあれば、種馬鈴しょ
を専門に生産している地区もあります。現在、道
内32産地、553名の生産者によって移出用種馬鈴
しょが生産されております。

２．出荷・販売状況
北海道産移出用種馬鈴しょについては、全道22
農協が参加する「全道共計」による出荷・販売が
主流となっております。平成21年の共計設置数量
は1,288千袋／20kg 換算で、取扱品種数は、一般
品種13品種（男爵薯、メークイン、キタアカリ、
トヨシロ、ホッカイコガネ、とうや、農林１号、
ワセシロ、ベニアカリ、十勝こがね、スタールビー、
キタムラサキ、アンデス赤）と委託設置品種４品
種（ニシユタカ、デジマ、アイユタカ、普賢丸）
の合計17品種となっております。
委託設置品種については、購入地の設置要望に
応じて生産するもので、事前に購入側と生産側で
生産計画を調整し、購入側からの委託分のみを生
産します。また、採種生産にあたっては、原種の

確保の関係から採種生産年の前々年には計画を示
す必要があります。なお、これまでは一般品種と
して当年需要に対して出荷・販売対応を行ってき
た農林１号とワセシロについては、平成22年産か
ら委託設置品種となっております。
北海道産移出用種馬鈴しょの出荷先は全国各地

となっておりますが、九州地区への出荷量が多い
状況にあり、取扱数量の25％程度が九州地区への
出荷となっております。それ以外には、関東・東
海・東北地区などの青果出荷産地がある都府県向
けの出荷量が多い状況にあります。販売先は JA
全農向けが過半数を占めておりますが、これ以外
に、種苗メーカー、各地の種苗店、ホームセンター
など量販店への販売を行っております。

３．移出用種馬鈴しょをめぐる問題
移出用種馬鈴しょの取扱数量は、過去から比べ

ると減少傾向となっております。その状況は現在
も続いており、将来的にも予断を許さない状況で
す。
原因はいくつかありますが、最大の原因は都府

県における馬鈴しょの作付減少に起因するもので
す。農地の減少（宅地化・商業地化・工業地化）、
生産者の高齢化（離農・重量野菜作付敬遠）、作付
意欲の減退（青果市況の低迷）などによって、日
本国内における馬鈴しょの作付は減少しており、
これにより種馬鈴しょの需要が縮小しておりま
す。
さらに種馬鈴しょの流通状況も過去から大きく

変化しております。かつては営農用にまとまった
数量を確保する必要があったことから、農協を通
じての予約購買が積極的に行われておりました
が、近年では１戸当たりの購入量が縮小し、かつ
当用で買い求める動きが強くなっており、利便性
の良さからホームセンターなどの小量目パッケー
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ジ品を購入する状況が多くみられます。また、最
近は農村地域へのホームセンターの出店が増加し
ており、ホームセンターなどからの購入機会はよ
り増加しております。
一方、北海道内においても移出用種馬鈴しょ生
産が縮小するような問題があります。一つは、
ジャガイモシストセンチュウの発生拡大の問題で
す。現在も毎年のように新規に発生が確認されて
おりますが、移出用種馬鈴しょの生産地において
ジャガイモシストセンチュウの発生が確認された
場合、それが種馬鈴しょ生産圃場でない場合にお
いても、行政区の「字」単位の同一地域内で発見
された場合は、その地域内での移出用種馬鈴しょ
の生産はできなくなります（北海道種馬鈴しょ生
産指導方針に基づく）。北海道においては一つの
「字」の範囲が広大なため、広い面積で移出用種馬
鈴しょの生産できなくなる懸念があります。
さらに、北海道内においても種馬鈴しょ生産農
家の高齢化の問題が深刻化しつつあり、また、種
馬鈴しょ生産は、青果用馬鈴しょ生産などと比較
すると高度な栽培管理が必要となることなどか
ら、後継者の確保がより難しい状況となっており
ます。

４．問題への対応と今後の方向について
北海道産移出用種馬鈴しょの取扱いにあたって
は、共計参加農協の代表者で構成された「移出用
種馬鈴しょ産地代表者会議」や産地農協の担当部
課長で構成された「全道種馬鈴しょ取扱対策会議」
などにおいて、定期的に協議・検討がなされてお
ります。
これまでも産地側における協議・検討を経て、
①新品種の導入（過去７品種→現在17品種）、②出
荷期間の延長（過去11月まで→現在翌年３月ま
で）、③小量目対応（20kg 紙袋から10kg ダンボー
ルへの荷姿変更、５ kg・３ kg・２ kg・１ kg の
パッケージ対応）、④複数産地・品種の積み合わせ
など、需要の維持・拡大に向けた消費地要望への
対応を行ってきた経過にあります。
当面の対応策として、需要減少に対しては需要
に応じた供給数量となるような全体調整を行いつ
つ、一方では種馬鈴しょの需要増加につながるよ

うな啓発活動を行い、ホームセンターなどでの購
入機会の増加を意識した PRを行なうことなどが
検討されております。
また、ジャガイモシストセンチュウの発生拡大

に対しては、蔓延防止について、行政・試験研究
機関・関係団体などと連携した中でその対応にあ
たっておりますが、これにより移出用種馬鈴しょ
の生産ができなくなった場合の対応策について
も、具体的な協議を図っているところであります。
需要・供給の両面において問題を抱える北海道

産移出用種馬鈴しょでありますが、行政等の圃場
検疫体制のもと生産された健全な種馬鈴しょを使
用していただくことが、安定的な馬鈴しょの生産
に結び付くことから、その使用をお願いするとと
もに、当課としても購入者のニーズに応えつつ、
産地の永続的な生産・出荷が可能となるよう、関
係者一丸となって問題解決に取り組みたいと考え
ております。

特産種苗 第７号

－28－



－29－



特集 ばれいしょ

ばれいしょ加工適性研究会と活動概要

財団法人日本特産農作物種苗協会

１．設立の経緯と概要
ばれいしょ加工適性研究会（以下「研究会」と
言う）は、平成15年度から農林水産省の補助事業
として開始された「いも類優良種苗安定供給対策
事業」（以下「補助事業」と言う）の一環として設
置された。
補助事業の目的は、需要が増大しているサラダ
等業務用総菜やフレンチフライ等のばれいしょ加
工食品用需要に対応した「加工用途ごと適性品種
の開発」と、その開発された新品種の「速やかな
普及」である。このため、「加工用育成系統の加工
用途ごと加工試験の実施」と、「育成された新品種
の急速増殖技術としてのマイクロチューバー
（MT）栽培技術確立・普及」を二本柱に据え事業
が進められ、それら事業の推進・協議機関として
「ばれいしょ加工適性研究会」が設置された。
従前から、育種機関が加工用品種として育成・

品種登録されても必ずしも加工実需者の求める品
質に応えていない等、普及に至らない品種が多く、
研究・実需の連携が課題となっており、相互から
その解決策が求められていた。この様な状況に鑑
み、当該補助事業の実施に当たっては、当初から
その強固な連携体制を構築・確立することを主眼
に事業が仕組まれた。
研究会はそのための組織であり、実需者である
加工企業はそれぞれ加工種別に１～２社、ばれい
しょ育種を行っている国・県・民間の各研究機関、
ばれいしょ原原種種苗の供給機関である（独）種
苗管理センター、生産サイドから JA全農、原料
主産地の北海道馬鈴しょ生産・流通対策会議が委
員として参画、（財）日本特産農作物種苗協会が事
務局として事業推進に当たった。また、研究会開
催時は、委員の外、農林水産省担当官、生産道県
担当者、産地の JA等がオブザーバーとして参加
し、且つ、積極的に議論に加わって行われた。

補助事業は２カ年継続され、更に次の２年間は
「ばれいしょ新品種普及促進事業」として行われ、
平成18年度まで４年間補助事業が実施され終了し
た。
しかし、育種事業は一朝一夕に進むものではな

く、長い期間を要し継続されることが肝要である。
当該研究会の成果は着実に上がってきていたが、
研究会が進めてきた事業は更なる継続の要請が強
く、このため、平成19年度からは、当協会の事業
として研究会の継続を図り現在に至っている。
この間の事業継続は、参加企業・機関の「適正

な加工原料用品種の育成・普及と消費者の求める
国産ばれいしょ加工品の提供」の熱意の集積の賜
であり、加工試験に要する品種情報の提供、テス
ト原料供給、加工試験の実施等々、関係者の手弁
当的な強力な協力・支援が有ってこそと言える。
研究会の主たる事業は、品種となる以前の新育

成系統の加工適性を確認するための加工試験であ
り、予備試験→本試験、と進み、本試験で成績の
良いものは、加工工場の実際の製造行程を使った
ライン試験で最終的な加工適性の判定が成される
仕組みとなっている。従来は、予備試験→本試験
と実験室でのラボ試験のみであったが、それで加
工適性があったとしても、実際の製造ラインで加
工したとき必ずしもラボ試験の結果と同じでは無
かった。今回の研究会の大きな違いは、製造ライ
ンを使った加工適性試験まで行ない、生産から加
工・流通・消費に至る過程の適性を踏まえた新品
種育成に資する点に有る。更に、新品種となる見
込の有望系統は（独）種苗管理センターにおいて
ウイルスフリー化と予備増殖が行われ、新品種と
して公開されれば速やかに増殖し、原料供給が取
れるよう体制の整備が進められている。
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２．活動の概要
（１）研究会の構成機関等
研究会は、加工用途ごとの特性に着目した適性

品種の開発の加速化と、開発品種の速やかな普及
を目的としており、これらに関係する実需者、試
験研究機関、生産者団体、（独）種苗管理センター、
（財）日本特産農作物種苗協会を持って構成され
ている。更に、広く意見を聴取するため、日ごろ
から関係情報の収集に努めるとともに、研究会開
催に当たっては積極的な関係者のオブザーバー参
加を招請している。
（２）取り組んでいる加工分野と試験実施者等
研究会で取り組んでいる加工分野は、スナック

菓子としてのポテトチップ、業務用・家庭用の総
菜となるフレンチフライ・コロッケ・サラダ・チ
ルド加工の５品目である。それぞれの加工分野ご

とに１～２社の加工企業が参画し加工試験を担っ
て頂き、それらの加工企業からは研究会委員を１
名ずつ委嘱して成果の取り纏め・検討を依頼して
いる。
加工試験は、基本的には初年度予備試験として

少量のラボ試験を行い、それぞれの加工用途に適
性、あるいは特性等が見込めた品種について、次
年度本試験として本格的なラボ試験を実施、ほぼ
有望と認められた品種について、各加工企業が通
常営業的に用いている加工製造ラインを用いて最
終的な加工適性試験を行い、品種化の判断材料に
供している。
（３）年度別研究会の開催、加工試験の実施状況
研究会当初は毎年度８月に２期作用春作産（長

崎産）の加工テスト結果の検討と評価及び秋作産
の計画、３月に１期作産（北海道産）と２期作用
秋作産（長崎産）の加工テスト結果検討と評価及
び当年度総括評価と新評価系統を含めた次年度の
計画協議を行ったが、19年度からは補助事業の終
了もあり、年度末の３月に１回の開催とし、２期
作用春作産の結果は加工試験者と育種機関におい
て協議評価し秋作の計画を決定、３月の研究会の
場において年間の試験結果の総括討議と評価、次
年度の計画協議等を進めている。
なお、平成15年度から21年度までの７年間の研

究会の開催、各レベルの加工試験の実施状況は表
（３）の通りであるが、加工用評価試験を行った系
統のうち、この間に種苗登録、農林認定登録され
た系統は14品種となっている。その品種すべてが
加工用品種ではないが、それぞれの加工適性は評
価されており、何時でも使用可能な評価資料が提
供されている。
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（表１） 委員構成機関等

専門分野 機 関 名

加工 カルビ－ポテト（株）馬鈴薯研究所

カルビ－（株）

（株）北海道フ－ズ（ポテトチップ）

（株）北海道フ－ズ（フレンチフライ）

サンマルコ食品（株）

（株）ニチレイフ－ズ

ケンコ－マヨネ－ズ（株）

キュ－ピ－（株）

（株）新進〈北海道新進アグリフ－ズ（株）〉

育種 （独）農研機構北海道農業研究センタ－

北海道立北見農業試験場

長崎県農林技術開発センタ－

ホクレン農業総合研究所

種苗供給 （独）種苗管理センタ－

生産団体等 全国農業協同組合連合会園芸農産部

北海道馬鈴しょ生産・流通対策会議

事務局 （財）日本特産農作物種苗協会

オブザ－バ－ 農林水産省生産局生産流通振興課

知的財産課

農林水産省技術会議事務局技術政策課

北海道立食品加工研究センタ－

ホクレン農業総合研究所

（その他）JA、県試験場等参加希望機関

（注）機関名等は、現時点（平成22年３月）の名称としている。

（表２） 加工分野別加工試験実施機関

加工分類 加工試験実施者 備 考

ポテトチップ カルビ－ポテト（株）

（株）北海道フ－ズ

フレンチフライ （株）北海道フ－ズ

コロッケ サンマルコ食品（株）

（株）ニチレイフ－ズ 19年度より

サラダ ケンコ－マヨネ－ズ（株）

キュ－ピ－（株）

チルド 北海道新進アグリフ－ズ（株）（株）新進



（４）今後について
農林水産省は、「21世紀新農政2008」を踏まえ、
加工・業務用に向けた国産農産物の供給体制を構
築するため、課題の分析及び有るべき生産・流通
体制の方向について検討を行い、その結果を取り
纏め、平成21年３月「国産原料による・加工業務
需要への対応指針」を策定・公表した。この中で、
ばれいしょについては、加工ばれいしょで最も消
費の多いフライドポテトを主体に取り纏められ、
新製品開発、チルド加工への転換等にも言及され
ており、そのための新品種の導入、原料いもの供
給体制の確立等が示されている。本研究会の取り

組みは、「対応指針」の出発点となる品種について
先取りした形で進めてきたと言える。需要の確
保・更なる拡大には、現状の改善による品質向上
や新規加工品の開発・供給等、常に需用者の関心
を引きつけることが重要である。このため、現在
の研究会の取り組みは必要であり、関係者の理解
と支援の基、効率的な運営を図りながら研究会活
動を引き続き推進する必要があると考えている。
（なお、研究会の年度ごとの成果は、当協会ホーム
ページ〈http://www.tokusanshubyo.or.jp〉で公開
しているのでご覧頂きたい。）
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（表３） 年度別研究会の開催、加工試験の実施状況

研究会 供試 ポテトチップ フレンチフライ コロッケ サラダ チルド 栽培 品種

年度 開催月 系統 供試系統数 供試系統数 供試系統数 供試系統数 供試系統数 試験 情報

（月） 総数 ラボ ライン ラボ ライン ラボ ライン ラボ ライン ラボ ライン 供試数 提供数

Ｈ15 8.3 25 10 0 2 0 8 0 17 0 13 0 3 25

16 8.3 19 2 1 4 1 10 0 11 2 8 0 4 19

17 8.3 16 2 2 0 1 7 0 8 4 3 5 4 21

18 7.3 26 7 1 2 0 7 0 15 2 14 0 4 21

19 2 10 4 0 4 0 6 0 7 0 6 0 － 13

20 3 14 5 0 5 0 8 0 9 0 8 1 － 21

21 3 16 8 0 5 0 10 0 8 0 8 0 － 22

（注）ラボは、予備及び本試験の数値である。

【参考】ばれいしょ加工適性研究会設置要領（抜粋）

１．名称
この研究会の名称は「ばれいしょ加工適性研究会」（以下「研究会」）とする。

２．目的
この研究会は、食品加工メーカー等の実需者、育種研究者及び関係機関が参画し、加工用途毎の特性に着目した適性品種の
開発の加速化を図ることを目的とする。
３．事業内容
（１）研究会の開催
研究会は、毎年１～２回開催し、試験結果の報告・検討を行う。

（２）加工適性試験の実施
加工適性試験はテストキッチン（予備試験・本試験）及びライン試験を行う。

（３）対象とする用途
対象とする用途は、当面、サラダ、チルド、レトルト、冷凍食品（コロッケ）、フレンチフライ、ポテトチップとする。

（４）栽培試験の実施
財団法人日本特産農作物種苗協会ほ場において栽培試験を実施する。

（５）加工用ばれいしょに関する情報の収集及び発信
加工適性試験及び栽培試験等によって得られた知見は、事務局にて冊子等にとりまとめ、広く一般に公開する。

４．供試系統の取り扱い（種苗法関係） 《略》
５．試験に供試するばれいしょの取扱い（植物防疫法関係） 《略》
６．独立行政法人種苗管理センターへの調査用種苗配布申請 《略》
７．委員
（１）研究会は、実需者、試験研究機関、生産者団体、独立行政法人種苗管理センター、財団法人日本特産農作物種苗協会
をもって構成する。

（２）委員の委嘱については事務局が行い、任期は２年とするが、再任は妨げない。
（３）構成委員 《略》
８．研究会の運営
（１）研究会は、必要に応じ関係機関・団体等の意見等を聴取することができる。
（２）研究会の事務局は、財団法人日本特産農作物種苗協会に置くものとする。



研 究 情 報

加工用バレイショの新しい栽培体系
（独）農業・食品産業技術総合研究機構

北海道農業研究センター 北海道畑輪作研究チーム 大津 英子

１．北海道の加工用バレイショ生産
北海道の畑作地帯において輪作体系を構成する
バレイショの作付面積が減少している。その背景
には、農家数の減少と慣行栽培体系における省力
化の遅れが深く関係している。各基幹作物のヘク
タール当りの年間作業時間を比較すると、秋まき
小麦13.2時間、大豆49.3時間、でん粉原料用バレ
イショ71.5時間、テンサイ（移
植栽培）112.1時間、生食・加工
用バレイショ124.1時間である
（北海道農政部、2005）。担い手
の減少に伴って予測される漸進
的な経営規模拡大に対して慣行
の作業体系では既に限界に達し
つつあることが、経営規模拡大
を先行して行う農家における品
目数の減少や、省力的な小麦の
過作傾向から推測することがで
きる。
生食・加工用バレイショの国
内生産量の８割近くを北海道が
生産しており、さらにその半数
以上は加工用であることから、
加工用バレイショの北海道への
依存度は極めて高い。加工用バ
レイショは，でん粉価、食味な
どの品質の他に、傷・打撲や緑
化の有無という品質はもちろん
のこと、（サイズや形などの）外
形規格の斉一性という加工し易
さに対する品質が求められてい
る。生バレイショの輸入につい
ては、現在は限定的なものに留
まっているが、将来的な外国産
バレイショとの競合を視野に入

れ、省力的で高品質なバレイショ栽培体系の確立
が急がれている。

２．ソイルコンディショニング栽培体系
（１）栽培体系の概要
ソイルコンディショニング栽培体系は、播種前

に土塊や石礫を除去して播種床の土塊径をコント
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図１ 各作業体系の作業フロー



ロールする整地法で、土寄せ、土塊・石礫除去作
業の２段階で行われる。英国北部などの石礫の多
い地域で開発された技術といわれており、ハーベ
スタによる収穫が広まるにつれて収穫時のバレイ
ショ塊茎の損傷や土塊を分離する作業が問題と
なったことから、その対応策として生まれた技術
である。
作業フローを、慣行作業と比較して特徴的な部
分について述べる（図１）。
１）土寄せ
ベッドフォーマ（図２）を用いて２条分の作土
を寄せる。圃場によっては事前にサブソイラなど
で心土破砕を行っておく。
２）土塊・石礫除去
セパレータ（図３）により土寄せした盛土から
土塊と石礫を分離する。土塊は破砕ローラで砕土

し、石礫は畝間へ排出するのが一般的な方法だが、
伴走トレーラで石礫を受けて圃場外へ排出する農
家もいる。大きな石はセパレータ後部のタンクで
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図２ ベッドフォーマ

図３ セパレータ

図４ プランタ



受けて圃場外へ排出する。
３）播種・培土
深植プランタ（図４）は成形板付きで、播種と
同時に培土を完了する。中耕除草は行わない。
４）収穫
オフセットハーベスタを用いる（図５）。施設

内選別ができる工場等へ出荷する場合を除き、通
常は機上選別を行いコンテナ出荷する。なお、施
設内選別の場合は機上選別を行わないため、ウイ
ンドローハーベスタを使用して複数畦分の塊茎を
拾い上げたり、２畦収穫機を使用したりすること
で作業速度を高める事ができる。
（２）ソイルコンディショニング栽培体系の効果
１）労働時間削減
慣行栽培でヘクタール当りの年間作業時間
129.1時間を、ソイルコンディショニング栽培で
は67.9時間まで短縮することができる（表１）。
生食・加工用バレイショの年間作業時間で最も長
く、作付面積の制限要因ともなっているのは収穫
作業の作業能率の低さであるが、慣行栽培の55.7
時間に対して、ソイルコンディショニング栽培で
は34.5時間まで抑えることができる。土塊や石
礫、緑化や腐敗塊茎を取り除くための選別作業が
収穫作業のスピードを低く抑える原因であるが、
事前に土塊や石礫を除去しておくこととトラク
ターの走行回数を抑えて土塊の生成を抑える事
で、土塊の混入量を軽減することがでることが、
作業速度を向上させる要因のひとつとして働いて
いる。

２）品質向上効果
バレイショは収穫時の打撲痕が時間経過によっ

てコルク質化してしまうので、加工時には人力で
これを取り除く必要があり加工コストを増加させ
る原因となっている。加えて、貯蔵中には腐敗の
原因となることから、機械収穫で塊茎への打撲を
どのように抑えるかが重要である。ソイルコン
ディショニング栽培体系は塊茎打撲を減少させる
効果が高いことが明らかとなった。表２は異なる
栽培体系でトヨシロを栽培し、収穫した塊茎の打
撲発生率を比較したものである。収穫したバレイ
ショ塊茎は３週間常温で保存した後に、ピーラー
で皮を剥いて打撲痕を調査した（山田ら、2007）。
その結果、ソイルコンディショニング栽培区の打
撲発生率が慣行栽培区に比べて低く、石礫の少な
い圃場Ｂでも同様の傾向が見られた。ハーベスタ
はバレイショ塊茎を保護するために土砂と塊茎を
同時に掘り上げる仕組みで、そのクッション材と
しての土砂中に石礫が少ない事が、打撲発生率の
低減に関係している。更には、ソイルコンディ
ショニング栽培では、塊茎の大きさが斉一化する
傾向も認められていて、そのために打撲発生率が
減少しているとも考えられている。

３．早期培土栽培体系
（１）早期培土栽培体系の概要
早期培土栽培体系は、ロータリーヒラーまたは

ロータリーリッジャなどの砕土装置付き培土機を
使用して、培土を一度で仕上げる点が慣行栽培と
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図５ オフセットハーベスタ



の違いで、その他は慣行栽培に準ずる。
（２）早期培土栽培体系の効果
１）労働時間削減
培土の作業時間が短縮されることに加えて、収
穫作業の省力効果がある。これは、砕土しながら
培土をすることで、収穫時に土塊の混入量が減少

する効果によるものである。そのため年間作業時
間は94.4時間と慣行栽培の73% に削減される。
ソイルコンディショニング栽培体系ほど収穫作業
時間の削減効果は高くないので、慣行栽培とソイ
ルコンディショニング栽培との中間といったとこ
ろである（表１）。
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表１ 加工用バレイショ栽培のヘクタール当たり作業時間の比較
（単位 機械：時間、人力：人・時）

作 業 作業内容、作業機
慣行 早期培土 ソイルコン

機械 人力 機械 人力 機械 人力

種子運搬 4.4 7.6 0.3 0.3 0.2 0.2

種子予措

浴光管理 － － 13.9 － －

選別 － － 3.4 10.9 0.8 2.4

種いも切り － 21.5 0.2 － －

耕 起 リバーシブルプラウ 2.4 2.4 1.0 1.0

砕土・整地

スタブルカルチ － － 1.4 1.4 － －

ロータリーハロー 5.0 5.0 － － － －

パワーハロー － － 2.9 2.9 － －

サブソイラ － － － － 0.6 0.6

ベッドフォーマー － － － － 0.5 0.5

セパレーター － － － － 12.9 12.9

施肥・植付

ライムソア － － 0.2 0.2 － －
ポテトプランタ（粒剤施用装置
付） 5.9 17.5 4.2 8.4 2.8 8.4

トラック 0.1 0.1 0.3 0.3 0.1 0.1

除草剤散布
スプレーヤ（直装） 1.0 1.0 0.5 0.5 0.2 0.2

トラック － － － － － －

中 耕 カルチベータ（株間除草機溝付） 1.0 1.0 － － － －

培 土
カルチベータ（培土装置付） 1.7 1.7 － － － －

ロータリーヒラー － － 1.6 1.6 － －

除 草 － － － 1.1 － －

病害虫防除
スプレーヤ（直装） 7.8 7.8 6.0 6.0 2.1 2.1

トラック － － － － － －

コンテナ組立て フォークリフト 1.7 3.5 － － 1.7 3.5

収 穫
ポテトハーベスタ(インロウ） 28.1 55.7 10.1 40.3 － －

ポテトハーベスタ(オフセット） － － － － 12.4 34.5

運 搬

トラック 集荷委託 6.6 6.6 集荷委託

フロントローダ － － － － 1.6 1.6

フォークリフト 4.5 4.5 － － － －

合 計 63.4 129.1 37.3 94.4 36.9 67.9

対慣行比率 100％ 100％ 59％ 73％ 58％ 53％



２）塊茎品質の向上
塊茎打撲の発生率は、播種前の整地法によって
異なり、パワーハローを使用した深耕区では打撲
発生率の減少が確認されたが、ロータリーハロー
を使用した慣行区では同等か悪化した（表２）。
パワーハローはロータリーハローに比べて砕土率
が高く、より深く耕盤を破砕することができるの
で土塊の混入が減少し打撲率の軽減につながった
と考えられる。

４．今後の課題
ソイルコンディショニング栽培体系では、基本

的に全粒種子を全自動型の深植プランタで播種す
る。種子の切断作業が不要なため省力化でき、全
粒種子による収量および品質向上効果が期待でき
る。しかし、種子バレイショは重量取引であり、
プランタ構造の都合で、全粒で播種できない大き
な種子を選別する必要がある。また全粒にするこ
とで、面積当りの種子量が増えることから、流通
量が限られる種子バレイショの確保など、種子バ
レイショの生産から流通に関する課題が多い。
また、ソイルコンディショニング栽培や早期培
土栽培は、培土時期が早いことで中耕目的の培土
ができないため、除草剤の効果が得られなかった
場合の雑草対策の解決法が望まれる。更に、種子
バレイショを深植えすることで慣行栽培とは生育
に違いが見られることから、適性品種や栽植密度

などにも解明すべき点が多
く、これらは農林水産省プロ
ジェクト研究「担い手の育成
に資する IT 等を活用した新
しい生産システムの開発」で、
北海道農業研究センターをは
じめ各試験研究機関が連携し
て試験を実施しているところ
である。

５．おわりに
ソイルコンディショニング

栽培体系の導入には機械装備
のための高額な投資が必要で
あることから、コントラクタ

組織などによる作業受委託が現実的で、若林ら
（2007）の試算によれば、経営面積40ha 以上でコ
ントラクタを使用したソイルコンディショニング
栽培が可能で所得の増大も見込める。このために
は作業受委託システムの構築、圃場間を移動する
ことによる土壌病害の防止対策などをシステム化
する必要があるものの、これまでバレイショの作
付けを諦めていたような石礫の多い圃場でも、高
品質なバレイショ生産ができる可能性がある。一
方、早期培土栽培体系は機械設備への投資額を抑
えつつ省力化と品質向上効果を期待することがで
きる。土壌条件や栽培面積、あるいは将来的な構
想などを含めた検討の上で、適正な技術を選択す
ることが重要である。

引用文献
北海道農政部、2005。北海道農業生産技術体系（第
３版）。北海道農業改良普及協会、427。
山田龍太郎、森 元幸、石田茂樹、大津英子、横
地泰宏、2006。バレイショ収穫時における発生衝
撃強度と塊茎打撲発生率。農業環境工学関連７学
会2006年合同大会、要旨集（CD-ROM版）、A-47。
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イルコンディショニング体系の経営評価と導入条
件。北海道農業研究センター平成18年度研究成果
情報、22-23。

－37－

表２ 農家圃場におけるバレイショ塊茎の打撲調査結果

試験区1) 収穫機

圃場Ａ 圃場Ｂ

打撲
発生率
[％]

石重量
[g]

打撲
発生率
[％]

石重量
[g]

慣行区 インライン 6.7 799 6.4 0

早期区
慣行2) インライン 9.8 876 6.1 0

深耕3) インライン 3.6 1354 3.0 81

ソイル区 オフセット 2.0 510 0.8 0

1) 調査面積は畝幅0.75cm×10mで、慣行区、ソイル区は３回の平均値。
早期区は１回の値。

2) 播種前整地はロータリーハロー。
3) 播種前整地はパワーハロー。
出典：山田ら（2007）に一部加筆。



産 地 情 報

北海道十勝地区における種馬鈴しょ生産の取り組み
十勝農業協同組合連合会

農産課長 上田 裕之

１．十勝における種馬鈴しょ生産の現状
北海道の東部に位置する十勝地区は、耕地面積
約255,000ha、農業粗生産額約2,500億円、畑地面
積約135,000ha の大規模畑作・酪農地帯である。
畑作は、所謂畑作４品を中心に作付けされており、
そのうち馬鈴しょは約20,000ha の作付けがあり、
基幹作物の一つとなっている。
十勝管内の種馬鈴しょは20農協（十勝特産種苗
センターを含む）で生産され、原種は７農協で
264.8ha、採種は20農協で2,234.8ha の設置がな
されており、全道の種馬鈴しょ面積の約45％を占
めている。また生産者数は366戸であり、生産量
の約20％は原種も含め十勝以外に供給している
（数字は全て平成20年度実績）。
十勝農業協同組合連合会は、会員24農協および
種苗管理センターや農業試験場、植物防疫所の指
導・協力を頂きながら、種馬鈴しょの生産指導を
行なっており、優良種苗の生産を畑作物の生産性
向上に資する重要な事業として位置付け、活動し
ている。

２．種馬鈴しょ生産指導の変遷
馬鈴しょは栄養繁殖で増殖するため、罹病した

種馬鈴しょは、後代の品質と収量に大きな影響を
及ぼすことになる。馬鈴しょの種子伝染性病害は
数多くあるが、ウイルス病は特に重要な病害であ
り、また植物検疫上の指定病害ではないものの、
黒あし病についても被害が大きくなる病害である
ことから、種馬鈴しょ生産の歴史はこれらの病害
との戦いであったと言っても過言ではない。
（１）ウイルス病
馬鈴しょのウイルス病は、主としてアブラムシ

により感染する。すなわち、アブラムシがウイル
スを獲得する機会と種馬鈴しょに接触する機会を
限りなく少なくすることが、本病害に対する有効
手段である。しかしながら、昭和30、40年代にお
いては、一般圃場の種子更新率が低く、またの種
馬鈴しょ圃場の茎葉処理も不徹底であったことか
ら、主に葉巻病により、たびたび大きな被害に見
まわれた。特に昭和49年は発病率が41％、被害金
額が26億円にのぼり、収量が激減し澱粉工場の操
業に不安を与えるなど、憂慮される事態となった。
これに対し、十勝管内の農協組合長会は国およ

び北海道に対し原原種生産環境の整備や原採種生
産に対する補助事業、畑作物共済制度の改善等に
ついて要請書を提出すると共に、生産者側の対策
として「原原種は農場周辺の種子更新とアブラム
シ防除の徹底」「原採種は集団抜取りや自主検査
の実施を含めた罹病株抜取りの徹底、早期茎葉処
理の完全実施、生産団地の冷涼地帯への移動・集
約」「一般圃場は種子更新の徹底」を柱に、関係機
関と連携を図りながら防除対策を推進し、ウイル
ス病の発病率は昭和52年には2.6％と急激に好転
していった。
この大発生以降、具体的対策として行なわれた

主なものは、

－38－

表１ 十勝管内の種馬鈴しょ面積等

年次 原採種ほ
面積(ha)

防疫検査
合格率
(％)

生産者数
原採種ほ設置農協数

原種 採種 管内農協
総数

昭和47年 1,320 88.91 － 17 21 28

50年 2,114 98.68 （775） 10 25 28

55年 2,039 98.88 （621） 7 22 26

63年 2,520 99.91 （548） 6 22 25

平成 5年 2,485 99.96 486 6 21 25

10年 2,603 100.00 435 6 20 25

15年 2,479 100.00 403 7 20 24

20年 2,500 100.00 366 7 20 24

（注） 生産者数のカッコ書きは採種の合格生産者数を示す



・一般圃場の種子更新の徹底を更に推進した。
・原種圃場を澱粉工場区域毎に集約し、環境の
良い冷涼地帯へ移動させた。
・原採種圃場の約50地点に黄色水盤を設置して
アブラムシ発生消長調査を実施し、適期防除
と早期茎葉処理を徹底した。
・種苗管理センター十勝農場と日本特産農作物
種苗協会に協力頂き、馬鈴しょ原種全圃場の
ウイルス病の次代検定を行い、植付前の対策
を講じた。
・栽培に関する研修会や講習会を行い、種子生
産農家の技術向上を図った。

等々が上げられ、これらの成果として、植物防疫
所による防疫検査には平成６年から20年まで、15
年間連続100％合格を果たした。
大発生から30年以上経過した現在、原採種のウ
イルス病罹病率は0.01％程度まで低減され、一般
圃場におけるウイルス病の発生確認も困難な程
に、環境の清浄化が維持されている。
（２）黒あし病
馬鈴しょ黒あし病は細菌性病害であり、主な伝

播様式として種馬鈴しょからの種子伝染が認めら
れている。本病害は防疫検査上の指定病害ではな
いが、罹病した場合に新生塊茎が腐敗を起こし極
端な減収を引き起こすことから、重要病害の一つ
と見なされている。
本病が大発生したのは昭和57年であった。原因
は、前年の原種圃が８月の大雨により冠水したこ
とが主因と推察されたが、一斉調査の結果、管内

採種圃で５品種、53.9ha で発生が確認され翌年
以降においても、ユキジロ、紅丸、ホッカイコガ
ネなどの原採種圃で発生が確認された。防除畦は
トラクター踏圧による停滞水が塊茎腐敗の発生源
となることも原因の一つと考えられたため、３年
間の実証試験の上、原採種圃については防除畦を
無栽培とするよう指導方針を定め、平成４年から
実施することとなった。また、基本的な励行事項
として、
・収穫は晴天の日を選んで行なう。
・風乾は乾燥した場所で十分に行なってから、
選別する。

・種子消毒は抗生物質入りの薬剤を使用し、切
断刀は切断毎に消毒する。

・発病株は必ず塊茎単位で抜取り、場合によっ
てはその隣接株も抜取る。

・保菌源となり得る、野良生えいもの除去を徹
底する。

を行なうよう、指導を続けた。
平成５年以降、同病害が多発した事例は無かっ

たが、平成10年に品種「コナフブキ」の採種圃に
おいて大規模な発生が見られた。平成９年に本品
種の原種生産をおこなった４農協のうち、ある特
定の原原種由来の採種圃で発病が確認され、抜取
り作業を行うこととなった。この発生は面積
156.9ha、抜取率は最大20.9％に達し、過去に類
を見ない大発生となった。発生原因としては平成
８年産の原原種からの伝染が疑われたが、平成９
年の原種生産を経た結果であり、責任の所在が曖

－39－

表２ 昭和40年代のウイルス病被害

年度 馬鈴しょ作付
面積(ha)

発病率
(％)

推定被害金額
(千円)

昭和40年 18,300 6.0 107,205

41年 16,800 3.4 38,660

42年 19,400 4.4 113,302

43年 23,500 7.2 239,565

44年 26,300 4.3 160,650

45年 18,800 5.6 125,000

46年 20,400 7.3 221,600

47年 22,400 11.1 448,000

48年 23,500 30.9 996,000

49年 19,600 41.0 2,593,000

表３ 種馬鈴しょ次代検定結果

年度
原種 採種

モザイク病 葉巻病 合計 モザイク病 葉巻病 合計

昭和52年 3.80 0.02 3.82

56年 0.15 0.23 0.38

61年 0.03 0.29 0.32

平成元年 0.11 0.05 0.16

10年 0.02 0.00 0.02 0.01 0.04 0.05

15年 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02

20年 0.02 0.00 0.01 0.01 0.00 0.01

（注１） 昭和60年までは肉眼検定、それ以降はエライザ法による検定
（注２） 採種は移出用を中心に検定した結果であり、採種全体を代表する

数値ではない



昧になっていることを鑑み、本会が被害を受けた
農協に対して、その抜取り率に応じ、防除対策費
として総額2,720千円を支出し、採種生産者の理
解を得ることとした。また、徹底した抜取りを実
施した結果、防疫検査には全て合格し、一部抜取
り率の高い圃場の生産物を除き、次年度用の種子
として確保することができた。更にこれらを植え
付けた、次年度の一般圃場では同病害の発生も見
られなかったため、一般栽培においては大きな問
題とはならなかった。
本病害の対策としては、平成11年に本会農産化
学研究所、道立十勝農試及び帯広畜産大学の共同
研究により開発された PCR 法による迅速な検定
技術により、従来、ウイルス病のみを対象として
いた種馬鈴しょ次代検定の塊茎を用いて、十勝管
内全ての原種について、植付前の冬期間に本病害
の検診を実施することとした。また、圃場では第
３期検査終了後から茎葉処理までの間に、本会担
当職員が全ての原種圃場を巡回し、本病害の発生
の有無を確認することとした。さらには本病害防
除技術の基本である生産物風乾の徹底、種子消
毒・切断刀消毒の実施を種馬鈴しょ生産農協に周
知させることとした。これら諸対策により、平成
11年以降、本病害の大規模な発生は確認されてい
ない。

尚、本病害の伝播等に関する試験を、本会研究
農場にて平成11年から16年まで実施したが、再現
が難しい細菌性病害であるため、新たな知見を導
き出すには至らなかった。

３．種馬鈴しょ生産の現状と課題
（１）ジャガイモシストセンチュウの発生とまん

延
ジャガイモシストセンチュウは平成15年に十勝

管内では初めて確認された。十勝管内で本セン
チュウの発生が確認された圃場は全て一般圃場で
あり、種馬鈴しょ圃場での発生が確認された例は
ないが、本センチュウが確認された圃場では半永
久的に種馬鈴しょ生産が認められないこと、発生
が確認された地域では原種及び移出用の採種圃が
事実上設置できなくなること等、種馬鈴しょ生産
に大きな制約が課せられることから、そのまん延
防止対策は極めて重要である。
本センチュウの総合的対策として、十勝管内の

農協組合長会により十勝管内農業団体ジャガイモ
シストセンチュウ対策本部が組織され、対策方針
を決定し、その実施を管内農協に徹底することと
している。主な対策としては、管内全畑作圃場の
土壌検診の実施と一般馬鈴しょ植付前土壌検診の
義務化、発生圃場の継続的なモニタリングと抵抗
性品種栽培や殺センチュウ剤施用の義務化、発生
圃場出口での車両洗浄の徹底、十勝管内の全種馬
鈴しょ圃場の土壌検診を本会が実施し、発生圃場
への種馬鈴しょの植付けを未然に防ぐ、等々が上
げられる。
（２）種馬鈴しょの小粒化の検討
一般生産者のカッティングプランターの普及に

伴い、小粒の種馬鈴しょの需要が高まっているこ
とから、平成17年より農林水産省による高生産性

特産種苗 第７号
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表４ 馬鈴しょ原種黒あし病検定結果(PCR法)

年度
原種

検定株数 グループ数 陽性株数

平成10年 4,320 144 0

11年 3,450 115 0

12年 6,450 129 0

13年 8,160 136 0

14年 7,920 132 0

15年 8,640 144 0

16年 8,100 135 0

17年 8,940 149 0

18年 8,880 148 0

19年 9,240 154 0

20年 8,940 149 0

（注１） 平成19年まではクリサンセミィのみ検定。20年はアトロセプチカ
も検定。

（注２） 平成10、11年は30塊茎、12年は50塊茎、13年以降は60塊茎を１グ
ループとして検定を実施

表５ 種子更新率の推移 単位：％

年度 生食用
メークイン

生食丸系
男爵薯等

加工用
トヨシロ等

澱原用
コナフ
ブキ等

合計

平成10年 94.0

13年 86.6 96.6 96.6 86.3 93.0

16年 92.5 99.1 98.0 89.8 94.7

20年 90.7 98.3 98.4 89.5 94.8



地域輪作システム構築事業（現：担い手育成に資
する IT 等を活用した新しい生産システムの開発
事業）に参画し、現地での実証を中心に検討して
いる。平成20年は十勝管内16農協57筆において、
実際の原採種圃を使用し試験を実施しているが、
ポイントは単位面積当たりに使用する種馬鈴しょ
の量を増やして茎数を確保することにより、生産
量を低下させず小粒化した（１個重の小さい）種
馬鈴しょを生産することである。平成23年からの
実施を目指し、現在一定の知見を得らているが、
全粒栽培部分の増加や株間の縮小により、ウイル
ス病や黒あし病の抜取りに支障が出るとの声もあ
り、慎重に実施していく必要があると考えている。
（３）種馬鈴しょ生産者の確保
種馬鈴しょ生産は、一定水準以上の技術が必要
であることから、簡単に出来るものではない。ま
た、種子の準備から播種、圃場巡回、抜取り作業、
防除、収穫のどの場面をとっても一般栽培に比べ
て多くの労力を必要とすること、更にはその苦労
を経ても、時に意図しない病害やクレームが発生
し、責任を負わなくてはならないなど、精神的な
負担が大きいことから、新規に種馬鈴しょの生産
を担うことが敬遠されがちである。また、生産団
地は冷涼な地帯に集約設置しているため、仮に種
馬鈴しょの生産を希望する生産者がいても、地理
的な問題で断念せざるを得ないこともある。他
方、種馬鈴しょの買い取り価格を上げて、生産を
誘導する方法もあるが、そのコストは同業者であ
る一般生産者の生産費を押し上げる結果となり、
簡単に実行できる方法ではない。
平成20年、十勝管内の種馬鈴しょ生産者は366
戸にまで減少し、その一戸あたりの原採種圃面積
の単純平均値は約７ ha となっている。これは以

前のように高率で病害が発生した場合に、完璧な
抜取りを行なうには難しいレベルであり、生産者
の確保対策を早急に講じる必要があると共に、元
種段階での徹底した病害虫の管理が必要とされて
いることを意味している。

４．おわりに
十勝の種馬鈴しょ生産は、種馬鈴しょ防疫検査

に15年連続合格し、自主検定ではあるものの原採
種のウイスル病残存率が１万分の１のレベルを維
持しており、且つ種馬鈴しょ圃場ではジャガイモ
シストセンチュウの発生が現在まで確認されてお
らず、他の地区と比較して高い評価を受けている。
このような高いレベルで種馬鈴しょ生産が行える
のも、種馬鈴しょ生産者の不断の努力をはじめと
して、その種馬鈴しょを使用してもらう一般生産
者、元種を供給して頂く種苗管理センター、防疫
検査と共に指導を頂く植物防疫所、病害に強い品
種の育成や新たな栽培技術の開発に取組まれてい
る各試験場など、様々な関係者、関係機関の協力
を得られた結果であり、十勝の農業者はかけがえ
の無いものを手に入れた、と実感している。
わが国の体系的な種馬鈴しょ生産の基礎となる

種苗管理センターの設立や植物防疫法の施行から
60年の歳月が流れようとしているが、近年では民
間会社によるマイクロチューバーやミニチュー
バーの作出やその利用が話題となり、原原種生産
の一部民間移行が取り立たされている。また
ISPMにおいてはマイクロチューバー等の国際貿
易基準が整理されようとしており、経済のグロー
バル化に伴い、十勝あるいは北海道内を中心に目
を向けていた、十勝の種馬鈴しょ生産も変わらな
くてはならない時期に差し掛かっている。しかし
ながら、十勝がこれほどまでに種馬鈴しょの生産
に労力を注ぎ込めたのは「種馬鈴しょは生産者に
必要不可欠な生産資材であるため、種馬鈴しょの
不足や価格の高騰は許されない」という、生産者
第一の哲学が浸透している証拠であり、今後、馬
鈴しょを取り巻く情勢がどのように変化しても、
この哲学を守り続ける限りは、良質な馬鈴しょの
生産、.供給は維持できるものと固く信じている。
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表６ 種馬鈴しょ植付予定ほ場土壌検診実績
当年植付
予定ほ場

次年度植付
予定ほ場 合計 シスト

確認数

平成15年 － 949 949 0

16年 29 1,035 1,064 0

17年 47 996 1,043 0

18年 59 1,017 1,076 0

19年 50 999 1,049 0

20年 39 951 990 0



関 係 機 関 紹 介

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 北見農業試験場
（農林水産省ばれいしょ育種指定試験地）

研究部作物育種グループ 主査（馬鈴しょ） 江部 成彦

１．北見農業試験場
北海道のオホーツク圏に位置する北見農業試験
場は、網走支庁管内を主な担当区域として、小麦、
ばれいしょの品種改良を含む畑作物と園芸、牧草
に関する試験研究を行っています。明治40年に野
付牛村（現北見市）に開設され、その後昭和34年
に訓子府町に移転し、平成20年には創立100周年
迎えました。平成22年４月からは、地方独立行政
法人北海道立総合研究機構北見農業試験場が発足
し、ばれいしょ育種の担当も馬鈴しょ科から作物
育種グループの１部門となり、新たな組織として
スタートしました。

２．ばれいしょ育種体制
北海道では、昭和20年代後半にでん粉需要の伸
びに伴って、ばれいしょの作付け面積と生産量が
増加しました。そのため、北海道の特に道東地域
におけるばれいしょ作の振興と安定生産を目的と
して、昭和32年に北海道立農業試験場根室支場（現
根釧農業試験場）に農林省（現農林水産省）ばれ

いしょ育種指定試験地が開設されたのが、道立農
試における新品種育成試験の始まりです。平成10
年には、耐病虫性育種の強化を図るため、畑作物
の試験研究に重点を置く北見農業試験場に試験地
を移転して現在に至ります。

３．育種目標
指定試験地設置当初の育種目標は「北海道東部

地域に適するでん粉原料用および飼料用
品種の育成」でした。しかし、昭和47年
にジャガイモシストセンチュウが道内で
初めて発見されたことや加工原料用途増
加などの需要の変化を受け、平成５年か
ら「寒地北東部向け耐冷性、病害・線虫
抵抗性、でん粉および加工食品原料用品
種の育成（平成18年以降は目標から耐冷
性がはずれる）」に改められ、北海道、特
に道東地域に適するでん粉原料用やポテ
トチップなどの油加工用、コロッケ・サ
ラダ・チルドなど業務加工用の新品種育
成を行っています。また、重要病害虫と
してジャガイモシストセンチュウ、そう
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北見農業試験場ばれいしょ新品種育成試験圃場
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か病、疫病、Ｙウイルスなど
があり、多収、加工適性の改
良に加えて、これらの病害虫
に対する抵抗性の付与が新品
種育成の重要な課題です。
新品種育成は、真正種子を

得る交配から始まり、およそ
11年の歳月を要します。でん
粉特性、ポテトチップ適性及
び調理適性などの加工適性
は、目標用途別に交配３～４
年目から選抜を開始します。
油加工用、業務加工用では、
育成後期にばれいしょ加工適
性研究会会員メーカーで製品
試作試験を行っていただき、
最終的に加工適性を判断しま
す。
病害虫抵抗性のうち、そう

か病と疫病に対しては、北見
農試の病虫部門と連携しなが
ら圃場検定等を実施し、選抜
を繰り返します。Ｙウイルス
及びジャガイモシストセン
チュウについては、近年、道
立中央農試遺伝子工学科で
DNA マーカーが開発され、
育成初期に選抜を行っていま
す。マーカーによる選抜が可
能になったことで、従来の圃
場検定に比べ、極めて短時間
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疫病抵抗性検定圃場 水煮加工適性試験



で高精度の検定が実施できるようになりました。
交配７～８年目から行う特性検定試験では、ジャ
ガイモシストセンチュウ、そうか病及び塊茎腐敗
（北見農試）、疫病抵抗性（北農研センター、北見
農試）、Ｙウイルス（中央農試）、青枯病（長崎県
農林技術開発センター）、打撲黒変耐性（北農研セ
ンター）などについて、関係機関と協力を図りな
がら実施しています。

４．近年の成果
昭和32年の新品種育成試験開始以降、「シレト
コ」（H42年）を皮切りに、「ワセシロ」（H49年）、
「コナフブキ」（H56年）など、これまでに12品種
を育成してきました。ここでは、北見農試に移転
してから育成された主な品種を紹介します。いず
れもばれいしょ栽培において最も重要な病害虫で
あるジャガイモシストセンチュウに対し抵抗性を
有しています。
・業務加工用「スノーマーチ」（H16年育成）
そうか病抵抗性“強”の中生品種です。白肉で
汎用性が高く、調理特性も「男爵薯」より良好で
す。網走地方のそうか病発生地帯を中心に普及が
進みつつあります。
・油加工用「オホーツクチップ」（H16年育成）
早生で、そうか病に中程度の抵抗性を有するポ
テトチップ原料用品種です。規格内収量は「トヨ
シロ」にやや劣りますが、チップカラーが良く、
早期出荷用として作付けされています。
・業務加工用「ゆきつぶら」（H17年育成）
ジャガイモシストセンチュウ抵抗性としては初
めての早生、白肉品種で、収量は「男爵薯」に優
ります。肉質は粘質で煮くずれしにくく、サラダ
用途にも適しています。
・業務加工用「さやあかね」（H18年育成）
疫病抵抗性“強”の中生品種で、無防除でも収
量・品質の低下がわずかです。食味は「男爵薯」
並に良好で、コロッケ適性に優れます。減農薬栽
培や有機栽培を通じて普及して行くことを期待し
ています。
・でん粉原料用「北育13号」（H22年育成）
でん粉原料用としては、初めて中晩生でジャガ
イモシストセンチュウ抵抗性を備えた品種で、で

ん粉収量と枯凋期は主力品種「コナフブキ」並で
す。でん粉品質が「紅丸」並に良質で、馬鈴しょ
でん粉特有の性質を活かした水産練り製品などの
用途で利用が期待されます。

５．今後の課題
北海道は、全国のばれいしょ生産量の約８割を

占める主産地ですが、一層の低コスト、高品質化
が求められており、品種開発の果たす役割は益々
大きくなっています。
でん粉原料用は、「北育13号」の育成によってで

ん粉品質に対する一定の改善は図られたと考えて
いますが、より安定した多収性やでん粉工場の操
業に合わせた早掘り適性の改良が今後必要です。
油加工用は、原料の長期安定供給に対応するため、
低温難糖化性に優れ、長期貯蔵後の品質劣化が極
めて少ない多収品種の育成に取り組んでいます。
また、業務加工用では、多収で耐病虫性に優れた
品種を育成してきましたが、今後はこれらの特性
を維持しつつ、最も需要の多い「男爵薯」並の早
生品種の開発が重要と考えています。
油加工用及び業務加工用途では平成15年から、

ばれいしょ加工適性研究会により、実需評価を受
けられる体制が確立されました。病害虫抵抗性に
対しては、北見農試移転後の10年間で病虫部門の
協力のもと、そうか病検定圃場の整備や疫病の接
種検定などの試験体制が整いました。また、Ｙウ
イルスとジャガイモシストセンチュウ抵抗性検定
ではDNAマーカーの活用により、選抜効率が飛
躍的に向上しています。こうした点を活かしてさ
らに効率的な育種を進め、用途毎に産地、流通、
実需のニーズに対応した新品種の育成を目指して
いきます。

特産種苗 第７号
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関 係 機 関 紹 介

長崎県農林技術開発センター

馬鈴薯研究室長 中尾 敬

１．馬鈴薯研究室の組織の変遷と現状
馬鈴薯研究室は、島原半島のつけ根に位置し、
東は雲仙岳、北は多良岳を望み、南の千々石湾か
ら約500m 離れた海抜60m の高台にあります。気
候は温暖で年間降水量は1,945mm と多く、年中
風がよく吹きます。土壌は火山灰を含んだ安山岩
埴壌土の台地で、雲仙山麓畑作地帯の一部であり、
二期作バレイショ栽培に好適な環境にあります。
長崎県では、2003年４月に７公設試験研究機関
が政策調整局（現科学技術振興局）の所管となり、
農業系と工業系、水産系、環境系の研究機関との
連携強化が図られました。さらに、2009年４月に、
農業系３試験場（総合農林試験場、果樹試験場、
畜産試験場）が統合され、「長崎県農林技術開発セ
ンター」が発足し、約１年が経過したところです。
名称が「研究センター」ではなく「技術開発セン
ター」になったのには、現場に役立つ技術の開発
をするように、との知事の意向が反映されていま
す。
「馬鈴薯研究室」は、「愛野馬鈴薯支場」が、2009
年４月の組織改正に伴い改組・改称された研究室
です。これまでは育種・栽培と病害虫に関する研
究を行ってきましたが、新たに土壌肥料を専門と
する研究員が同じ研究室に在籍する研究体制とな
りました。バレイショを共通のターゲットとして
各専門分野の力を結集し、分野横断的な研究活動
を目指しています。

２．これまでの研究成果
当研究室は、約60年間の長きにわたり暖地バレ
イショ試験研究の中核機関として品種育成や技術
開発に取り組んできました。
（１）育種に関する試験研究
バレイショは冷涼な気候を好むため、北海道な

どの寒冷地において重要作物として発展してきま

した。一方、暖地では春と秋の短い適温期間を利
用して二期作が行われていましたが、休眠期間の
関係で秋作の種いもの確保や収量性に問題があり
ました。そこで、暖地二期作栽培用バレイショと
して、春作・秋作に対応できる短休眠、日長・温
度反応、安定多収、高品質、病害虫抵抗性などを
育種目標に1950年から品種の育成に取り組み、現
在までに13品種を育成しています。
1955年に育成された「タチバナ」、「ウンゼン」

は暖地バレイショの主要品種となり、生産性の向
上と安定に寄与し、暖地バレイショの栽培面積の
増大と産地確立をもたらしました。1971年に育成
された「デジマ」は、春作・秋作とも多収で品質
も良好であることから「タチバナ」に変わる主要
品種となり、暖地バレイショの市場評価を向上さ
せました。1978年に育成された「ニシユタカ」は、
春作において極多収で玉揃いが良く、主要作型で
あるマルチ栽培に適していたことから、現在、九
州全体の約半分、長崎県の72%のシェアを占める
主要品種となっています。
バレイショ育種の大きな転機となったのが、

1992年の暖地におけるジャガイモシストセンチュ
ウの発生確認です。その対策としてシストセン
チュウ抵抗性を最大の育種目標に据えて交配母本
を急速に切り替えたため、育成系統の収量性等が
大幅に落ち込みましたが、二期作栽培の利点を活
かして暖地向き抵抗性母本を効率的に育成し、
1997年には「普賢丸」、2002年には「春あかり」、
2003年には「アイユタカ」と、短期間に抵抗性品
種を育成しました。
（２）病害虫防除に関する試験研究
バレイショは栄養繁殖性であること、難防除病

害虫が多いこと、暖地では病害虫の種類が多くて
発生期間が長いことから、常に病害虫試験研究の
必要性が高い環境にあります。これまでに「ジャ
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ガイモガ」、「ミナミネグサレセンチュウ」、「ウイ
ルス病」、「アブラムシ類」、「そうか病」、「青枯病」、
「疫病」などを対象に生態解明と防除対策の研究
が進めてきました。
「ニシユタカ」が主要品種になると、この品種が
そうか病、ウイルス病に弱いことが生産現場で大
きな問題となりました。その防除対策として、そ
うか病に対する種いも消毒技術と土壌消毒技術の
確立を行うとともに、1992年頃に発見された塊茎
え そ 病 の 病 原 体 が Ｙ ウ イ ル ス の 新 系 統
（PVY-NTN）によることを突き止め、防除対策技
術を明らかにしました。

３．最近の研究状況と今後の取り組み
（１）育種試験研究
暖地二期作用バレイショ品種に求められる特性

として、これまで生育、収量、品質の安定を重視
してきましたが、10年くらい前からそれらと併せ
て病害虫抵抗性強化に重点を置き、抵抗性母本の
探索、抵抗性検定法の確立、複合抵抗性品種の育
成に取り組んできました。

検定方法については、汚染圃場検定を中心に
行ってきましたが、効率的な抵抗性遺伝子導入を
図るために、長崎県の生物工学部門や北海道立農
試などで開発されたDNAマーカーを積極的に取
り入れ、効率的なマルチプレックス法の開発によ
り、現在ではシストセンチュウ、Ｘウイルス、Ｙ
ウイルス、疫病（R1、R2）の５種類のDNAマー
カーの有無を１回の検定で判定可能となっていま
す。
検定方法の確立と併行して複合抵抗性品種の育

成に取り組み、シストセンチュウとそうか病に強
い新品種候補「西海30号」や、シストセンチュウ、
Ｙウイルス、青枯病に強い有望系統「西海35号」、
「西海37号」が育成されています。
（２）病害虫防除に関する試験研究
Ｙウイルスの防除に有効なウイルスワクチン

（弱毒ウイルス）の作出ならびにワクチンのジャ
ガイモ培養苗への効率的な接種技術を確立するこ
とにより、ワクチン保有マイクロチューバーによ
る実用的な防除方法を開発に取り組みました。
また、難防除土壌病害であるそうか病対策とし

特産種苗 第７号
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表１ 長崎県で育成したバレイショ品種の特性

品種名 育成年
収 量 塊 茎 の

食味
病 虫 害 抵 抗 性

備考
春作 秋作 大きさ 形 皮色 外観 シストセ

ンチュウ そうか病 青枯病 ウイルス病

ウンゼン 1955 多 中 大 扁球 黄白 中 不良 無 やや強 やや強 やや強 腐敗、塊茎不揃い

タチバナ 1955 中 多 大 楕円 白 良 不良 無 弱 中 強

シマバラ 1960 多 中 中 楕円 淡黄 やや良 中 無 やや強 中 弱 早期肥大性、裂開

チヂワ 1962 中 中 大 球 黄 良 良 無 中 やや強 やや強 腐敗

デジマ 1971 多 多 大 短楕円 黄白 良 良 無 やや弱 弱 やや強 二次生長

セトユタカ 1977 多 中 大 扁球 黄褐 良 中 無 中 弱 岡山県向け品種

ニシユタカ 1978 ごく多 多 大 扁球 黄白 良 中 無 弱 中 弱 早期肥大性、
玉揃い良

メイホウ 1986 多 中 大 短楕円 淡黄 良 良 無 中 強 中 尻腐れ

アイノアカ 1994 やや多 中 中 楕円 淡赤 良 良 無 やや強 やや強 やや強 良形

普賢丸 1997 やや多 中 中 球 黄 良 良 有 中 弱 やや強 早期肥大性

春あかり 2002 やや多 中 中 短楕円 黄白 良 良 有 やや強 弱 中 鹿児島県向け
品種

アイユタカ 2003 多 多 大 扁球 黄白 良 良 有 弱 弱 中 肉が軟らかい

西海31号 2006 多 中 中 楕円 赤 良 中 無 やや弱 弱 やや強 赤肉、高でん粉



て、拮抗微生物を利用した生物的防除法、有機物
などの資材の施用、抵抗性品種等の複数の技術を
組合せることで、土壌くん蒸剤の使用量を１/４
に削減する技術を開発するとともに、そうか病の

発生を増加させずに土壌環境の改善を図る施肥法
や有機物施用法の改良に取り組みました。
（３）今後の取り組み
近年の食の安全・安心や環境保全型農業の推進

に伴い、化学農薬・化学肥料を減らす技術や環境
負荷軽減技術の開発が求められています。今後
は、育成されつつある病虫害複合抵抗性品種の特
性を活かし、各種資材や天然資源の特性を活用し
た防除技術、緑肥等を活用した土作りと減肥技術
などと組合せ、環境負荷軽減と持続性を両立でき
る総合的・体系的な暖地バレイショ栽培技術の開
発に取り組みたいと考えています。
さらに、馬鈴薯研究室の特徴のひとつは、長崎

県のバレイショ産地の中央部に位置し、生産者や
関係者との交流が多く、生産現場と密着している
ことです。研究員が農家の意見を直接聞くことが
できるとともに、農家も試験圃場を眺めながら関
心をもって見ています。この利点を活かして、現
場に即した研究に取り組んでいきたいと考えてい
ます。
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表２ 長崎県で育成中のバレイショ有望系統の病虫害抵抗性
等と検定方法

系統名
病 虫 害 抵 抗 性

その他
の特徴シストセ

ンチュウ そうか病 青枯病 Yウイルス

西海30号 抵抗性 中～やや強 中 罹病性 多収、
大いも

西海34号 抵抗性 やや弱 中 中 多収、
大いも

西海35号 抵抗性 やや弱 強 抵抗性 良食味、
高でん粉

西海36号 抵抗性 やや弱 中 中
多収、
良形、
良食味

西海37号 抵抗性 弱 強 抵抗性
黄肉、
良食味、
高でん粉

西海38号 抵抗性 やや弱 弱 抵抗性 多収、
良形

抵抗性
検定方法

DNA
マーカー 汚染圃場 汚染圃場 DNA

マーカー

特産農作物は生産規模が小さく、且つ、特定地域に特化した形で生産されており、そ
の情報は限定されております。各産地の取組む作物・気候等の条件は違っても、種々
の断片的な情報であっても、他産地の情報１つ１つが生産の振興・改善のたたき台と
して、それぞれの特産農作物、地域特産振興の一助になるのではないかと考えます。
このような視点から、特産農作物に関する論説、種苗供給や栽培等技術論、品種・・

栽培等試験研究成果、産地の取組状況、産地紹介、イベント紹介等々、種苗に絡んだ幅
広い分野についての投稿を歓迎致します。

〔原稿作成要領〕
１．原稿は、パソコンのワ－プロソフトで作成し、Ｅメ－ルの添付ファイルまたはデ
スク（FD,CD）で送付下さい。（OSはWindows、ソフト：本文は一太郎またはWord、
図表などはExcel、Word を希望します。）

２．本文原稿の入力は、Ａ４縦置き横書き、１枚40字40行で入力（手書きでも可）図
表、写真を組み込んで作成頂いても、別途、図表・写真だけでまとめ、挿入箇所を指
定して頂いてもよろしいです。（カラ－希望の写真も、原則的には本文中にモノクロ
で掲示し、グラビアでカラ－掲示とします）

３．掲載原稿につきましては、規定の原稿料と掲載誌をお送り致します。

（本件に関する連絡先）
財団法人日本特産農作物種苗協会
住 所 〒107－0052

東京都港区赤坂２－４－１ 白亜ビル
ＴＥＬ 03－3586－0761
ＦＡＸ 03－3586－5366

投稿のお願い



関 係 機 関 紹 介

ホクレン農業総合研究所作物生産研究室

畑作物開発課長 北 智幸

１．設立の経過
ホクレン農業協同組合連合会が作物の育種に着
手したのは、1985年（昭和60年）です。当時は、
「種子を制する者世界を制す」と囁かれるほど種
苗事業が脚光を浴びた時代で、また、バイオテク
ノロジーの研究が急速に拡大した時代でもありま
した。開始当初の対象品目は「ばれいしょ」「ス
イートコーン」「人参」「玉ねぎ」「南瓜」「アスパ
ラガス」の６品目で、いずれも加工用の品種開発
を目指してスタートしました。加工用にこだわっ
た背景としては、当時ホクレンでは、農産物の付
加価値向上手段として加工食品の開発・販売に力
を入れていたことがあげられます。
各品目、育種開始にあたっては、他の研究機関
のご厚意により、材料提供や技術伝授を賜りまし
た。ばれいしょについては、農林水産省北海道農
業試験場（現（独）農研機構北海道農業研究セン
ター）に、共同研究を通じて多大なるご支援・ご
鞭撻を賜った経過にあります。

２．作物生産研究室業務の概要
作物生産研究室は長沼研究農場（夕張郡長沼
町）、恵庭研究農場（恵庭市下島松）、バイオ研究
センター（夕張郡長沼町）の３施設を拠点とし、
作物の品種開発、生産資材の効果確認、栽培技術
研究、病害対策、病理診断、バイテクによる品種
開発支援・種苗生産研究、DNAマーカー開発、形
質転換技術研究を実施しています。
現在、品種開発の対象品目は、ばれいしょ、春
播小麦、玉ねぎ、人参、南瓜、スイートコーン、
大根、キャベツ、ブロッコリー、ハクサイ、スター
チス・シヌアータの11品目で、内ばれいしょ、春
播小麦、玉ねぎ、人参、スターチス・シヌアータ
の５品目は、自ら交配育種を行っています。他の
６品目は内外から品種・試交系統を収集し、北海

道に適応する品種を選定しています。

３．ばれいしょの研究概要と今後の展開
ばれいしょの用途を育種的に分類すると、生食

用、加工用、澱粉原料用の３種に大別されます。
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ホクレン長沼研究農場（総面積：31.2ha）

ホクレン恵庭研究農場（総面積：13.1ha）

ホクレンバイオ研究センター（総面積：0.7ha）



ここでの加工用とは、ポテトチップスやフレンチ
フライなど直接油で加工する用途を指し、コロッ
ケやサラダは生食用に含まれます。
今までに開発・導入した主な品種は以下のとお
りです。
（１）「アスタルテ」
晩生の澱粉原料用品種（平成４年度道奨励）。

オランダからの導入品種。
（２）「マチルダ」
中晩生の生食用品種（平成４年度道奨励）。ス
ウェーデンからの導入品種。
（３）「きたひめ」
中生の加工用（チップス）品種。平成３年交配、
平成12年度北海道奨励品種認定。

（４）「ひかる」
中晩生の生食用品種。平成５年交配、平成14年
度北海道奨励品種認定。

（５）「きたかむい」（品種登録出願中）
早生の生食用品種。平成９年交配、平成18年度
北海道奨励品種認定。

「きたかむい」は「男爵薯」並の早生で貯蔵性も
高いため、秋播小麦の前作として作付でき、長期
間の販売も可能な品種です。調理特性は「男爵薯」
とは異なり、粘質で滑らかな食感です。平成22年
度に一般栽培が開始されます。
現在、私どもは恵庭研究農場を拠点として、ば

れいしょの育種をさらに進めています。用途は生
食用と加工用の２用途が対象です。生産性とジャ
ガイモシストセンチュウ抵抗性に加え、各々の用
途適性を指標として選抜しています。
今、北海道のばれいしょ生産・加工現場は、以

下の課題を抱えています。①ジャガイモシストセ
ンチュウ発生圃場の拡大と抵抗性品種の普及遅
延、②ジャガイモそうか病対策と抵抗性品種の不
足、③上記２要因による「男爵薯」の作付減少と
「男爵薯」同等の調理品質を備えた品種の欠如、④
良質ポテトチップス原料の供給期間延長を可能と
する品種のラインナップ。これらの課題を解決す
るため、私どもは次の育種目標を掲げ、品種開発
を進めています。（生産性とジャガイモシストセ
ンチュウ抵抗性は必要条件）
【生食用】
早生青果用（「男爵薯」タイプ）
・早生性、長期貯蔵性、粉質性の３形質兼備
・「男爵薯」特有の風味（いもくささ）
・ジャガイモそうか病抵抗性

【加工用（ポテトチップス）】
（１）短期貯蔵用（「トヨシロ」タイプ）
・早中生
・３月までの貯蔵性と加工適性を兼備
・ジャガイモそうか病抵抗性

（２）長期貯蔵用（「スノーデン」タイプ）
・５月～６月までの貯蔵性と加工適性を兼備
・ジャガイモそうか病抵抗性

（３）早掘用（「ワセシロ」タイプ）
・早掘時の収穫適性と加工適性を兼備
・ジャガイモそうか病抵抗性
なお、場外試験用の種いも増殖並びに加工適正

評価に関しては、（財）日本特産農作物種苗協会の
御協力を得ながら試験を進めていますことを申し
添えます。
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関 係 機 関 紹 介

カルビーポテト株式会社馬鈴薯研究所

品種開発チーム チームリーダー 小川 省吾

１．設立の経過
カルビーポテト株式会社は1980年にカルビー株
式会社の原料馬鈴しょ部門より分離独立して設立
されました。主要な業務としてポテトチップ用な
ど原料用馬鈴しょの仕入貯蔵加工販売を行ってい
ます。
馬鈴薯研究所は1985年にポテトチップ用に適し
た栽培方法や貯蔵方法の研究、ポテトチップ用品
種の開発などを目的として設立され、現在は２
チーム体制（品種開発チーム、農業革新チーム）
で業務を行っています。

２．業務概要
当研究所品種開発チームではポテトチップ用品
種を中心とした新品種の評価および育成を主要な
業務としています。
ポテトチップ用品種に求められる重要な特性の
１つとして、塊茎内における還元糖量が低いこと
があげられます。塊茎内の還元糖量が多いと油で
揚げた際に糖分が焦げて褐変してしまい、食味や
外観を損なうためです。
ポテトチップ事業を始めた当時は、国内にその
ような特性を持った品種がなかったため、海外か
らポテトチップ用品種を導入し、国内における栽
培適性を調べることからポテトチップ用品種の開
発を始めました。
1986年よりわずかながらも交雑育種を開始しま
した。近年は自社育成の規模を拡大しており、よ
り有望な品種候補を出せるよう体制強化に取り組
んでいます（写真１）。社内において有望と判断
された導入品種や育成系統は、ばれいしょ輸入品
種等選定試験に供試し、北海道優良品種認定を目
指します。またそれと並行して試作栽培を行った
り、ポテトチップスを試作したりして適性を判断
してゆきます。

品種開発以外の重要な業務の一つに貯蔵技術の
研究があります。当社における馬鈴しょ仕入は５
月より鹿児島産からスタートし、四国・近畿、関
東・東北産を経て、全体の約80％を占める北海道
産が10月に収穫され終了となります。１年365日
の消費に対応するために大部分の北海道産馬鈴
しょが貯蔵され、長いものでは翌年５月頃まで貯
蔵します。貯蔵温度が低いと馬鈴しょ内のでん粉
が糖化しやすくなります。しかし貯蔵温度を高く
すると馬鈴しょから芽が出てしまいます（写真
２）。芽は工場でロスとなり歩留りを下げるだけ
でなく、除去しきれないものはクレームの一因に
なってしまいます（写真３）。
当研究所では発芽を抑えながら糖化を防ぐよう

な最適な温湿度条件の調査、品種別の最適貯蔵温
度の調査、糖化が進んでしまった場合のリカバ
リー方法としてのリコンディショニング技術につ
いて基礎的な試験研究を行うと共に、発芽を抑制
する資材などの研究も実施しています。

３．研究成果
当研究所が導入し、北海道優良品種となった加
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写真１ 交配用ハウス風景



工用品種としては、アトランチック（1992年認定）、
ヤンキーチッパー（1995年認定、2001年廃止）、ス
ノーデン（2000年認定）、アンドーバー（2008年認
定）があります。いずれもアメリカから導入した
ポテトチップ用品種です。アトランチックは中生
のポテトチップ用品種ですが、打撲に弱い特性を
持っていたため、現在は原料としては使用してい
ません。スノーデンは低温で貯蔵しても糖化が起
こりにくいため、当社では主に長期貯蔵用原料と
して使用しています。アンドーバー（写真４）は
ポテトチップスとして使用しやすいサイズの塊茎
比率が高いことから、収穫時における機上選別作
業の軽減化や工場における生産歩留りの向上に繋

がることが期待されています。
北海道優良品種の他にも、地域在来品種として

ノーキングラセット（2002年認定）があります。
この品種はそうか病に対して強い抵抗性を持って
いることから、そうか病の発生が多い道東地域を
中心に栽培されています。

４．今後の取組み
当社では馬鈴しょを通年供給しているため、使

用時期毎に必要とされる特性を持った品種の開発
を目指しています。九州や関東などの暖地に向い
た品種、北海道において早期出荷できる早生品種、
あるいは長期貯蔵に適した難糖化性品種などで
す。
また病害虫抵抗性については重要病害虫である

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性の他にも、近
年被害が増加傾向にあるそうか病に対して抵抗性
を持つ品種の育成にも力を入れていきたいと考え
ています。
品質面においては、打撲に対して強い品種や粒

揃いの良い品種の育成に取り組んでいます。
今後も消費者をはじめ、原料を栽培して頂く生

産者の方々、その他関係者の皆様に喜んで頂ける
ような品種を開発出来るよう努力してまいりま
す。
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写真３ チップに繊維状に残った芽

写真２ 芽の伸びた原料馬鈴しょ 写真４ ポテトチップ用品種「アンドーバー」



関 係 機 関 紹 介

キリンホールデイングス（株）フロンテイア技術研究所

研究開発担当 大西 昇

１．フロンティア技術研究所の概要
当研究所は、キリングループを統括するキリン
ホールディングス（株）の研究機関として、植物、
微生物、味覚、食品安全などの分野にて、事業競
争力の強化や将来技術の創出に関する研究開発を
行っている。中核の研究所は横浜市に配置されて
いるが、植物に関する研究開発は圃場を有する栃
木の施設にて実施している。ジャガイモに関する
研究開発としては、マイクロチューバーの作成、
品種及び塊茎品質の評価技術の開発と利用、重要
な成分遺伝子の解析、などをテーマとしている。

２．マイクロチューバー（MT）
MTは組織培養条件下で誘導される極小塊茎で
ある。サイズは、重量として0.5～１ g 程度であ
り通常塊茎に比して著しく小さいが、無菌条件下
にて周年的な作成が可能なこと、圃場での生育・
収量も一定のレベルを確保できることから、新品
種の急速増殖場面に利点が大きい。我々は MT
の長所を更に強化する為に、MTの形成効率や圃
場での栽培性の改善を進めて来た。前者について
は、「植物体の上部（気相部）に塊茎を形成させる」
と言う自然界にはない形態の作出に成功すると共
に（図１）、気相部に形成されたMTは保存性及
び栽培性に優れることを見出した（図２）。これ
らの結果により、MTは現在、試験的な位置付け
ながらも原原種相当としての利用が可能となって
いる。
MT の急速増殖性を最大限に活用した例が、

（株）ジャパンポテト社が販売している品種シン
シアである。シンシアはフランスの Germicopa
社から導入した品種であり、特長的な品種特性（塊
茎の肥大性・収量性が高い、クリーミーな肉質、
煮崩れが殆どない、等）により需要が増加してい
る。現在、シンシアの種いもの生産には、種苗管

理センターで増殖頂いている原原種を用いている
が、普及初期に一時的な種いも不足が懸念された
為、数年に渡り毎年20～30万個のMTを緊急生産
し、種いもの欠品のリスクを最小限に留めた。こ
の初期の緊急対応が、種苗管理センターにおける
短期間での原原種生産の立ち上げと共に、その後
のシンシアの普及に不可欠であった。

３．品種及び塊茎品質評価技術の改良と利用
品種及び塊茎品質の評価法については、これま

でに多様な技術が開発されている。我々は新たな
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図１ 培養槽でのマイクロチューバーの形成
（培養槽の直径は27cm）

図２ マイクロチューバーの圃場での生育状況



視点から、新規な評価系の開発や、これまで原因
が不明確であった諸現象についての解析を進め、
知見の蓄積を進めている。それら技術・知見を、
Germicopa 社等から導入した多様な品種に適用
し、短期間での有望品種の把握に役立てている。
成果の例としては、特定品種の萌芽能力に一義
的に影響を及ぼす原因の把握、貯蔵中の還元糖量
の増加の少ない品種の獲得等があり、また、簡便
なグリコアルカロイド（GA）分析法の開発とそれ
を利用したGA生成・分布の精査も現在進めてい
る。品種サッシーの低温保存中の還元糖含量の変
化を示す（図３、図４）。還元糖の生成が最も少な

い品種の１つとされるスノーデンと同等の特性を
有することが示されている。サッシーはシストセ
ンチュウに抵抗性（R1）も有することから、今後
の有望品種の１つであることが確認された。
それら品種候補の評価においては、栽培場面に

おける品種特性の把握と栽培性の確認も欠くこと
ができない。我々及びジャパンポテト社は、北海
道、本州（数箇所）、鹿児島等において段階的、並
行的な試作を実施し、限られた資源の中、必須と
なる圃場データの効果的な採取に努めている。特
に、ジャガイモ生産の中心となる北海道において
は、（財）日本特産農作物種苗協会十勝特産種苗セ
ンターにて、長年に渡り我々の評価系の根幹とな
る精緻なデータ採取と品種特性の把握を実施頂い
ている。

４．おわりに
今後の世界の食料生産の状況を俯瞰した場合、

ジャガイモは最も重要な作物の１つであることは
疑いない。我々は上記の事業場面での研究開発に
加え、塊茎の重要成分の二次代謝経路の解析も試
みている。近い将来、それら基礎的な取組みから、
国内外のジャガイモ生産や産業に、より多面的な
貢献を果たすことを目標している。
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図３ 品種サッシー

図４ 品種サッシーの低温保存中の還元糖量の変化
（保存温度：９℃、保存期間：９ヶ月）



特産種苗 第７号
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【編集後記】
・南米が原産地で冷涼な気候を好む作物ですが、
栽培時期、高度等適作期を選びながら、寒冷地
から熱帯地域まで広く栽培されている「ばれい
しょ」を特集しました。（特集名称については、
「ばれいしょ」としましたが、執筆者には、所属
機関等で使われてる名称でお願い致しました。）
・南北に細長い日本のばれいしょ生産は、冷涼な
北海道から亜熱帯気候の沖縄ま広く行われてお
り、北海道が生産の太宗を占めているものの、
第２位の生産は鹿児島県、３位は長崎県でそれ
ぞれの地域の気候に合わせ栽培されています。
作型は、大きくは１期作（春作）と２期作（春
作と秋作）に分かれますが、近年は西南暖地の
島嶼・無霜地帯の冬作（通称）が拡大するとと
もに、北海道も含めマルチ栽培等による作期の
拡大もあり、周年どこかで収穫されている状況
にあります。
・種（苗）半作と言われるとおり種苗の良否が農
業生産に大きく影響しますが、ばれいしょはそ
の中でも特に「種いも」の良否が生産に大きく
影響する作物かと言えます。そのため、その基
本となる原原種は国が関与して生産し、種いも
はすべて植物検疫の対象として種ばれいしょ検
査が行われ、合格証のない種いも流通は禁止さ
れています。
・独立行政法人種苗管理センタ－よりは、原原種
の生産に至るウイルスフリ－化、増殖体系等種
いもの基本の部分を、植物防疫所からは、原種、
採種に至る種馬鈴しょ生産と検疫の意義、現状、
課題等について、それぞれ紹介頂きました。
・種いもの良否とともに、その前提として品種の
問題があります。長い間、ばれいしょと言えば
「男爵薯」「メ－クイン」という時代が続きまし
たが、加工食品用品種の草分け的なトヨシロ、

青果用品種のキタアカリ等、新育成品種が徐々
に台頭してきています。特に近年は、アントシ
アニン等機能性を加味した品種開発や、原産地
の遺伝子を取り込んだ特異品種等、品種の多様
化も進んでおり、その概要を紹介頂きました。
また、育種は国や道県の研究機関が担っていま
したが、近年、JA、大学等含め民間育種が知的
財産権の保護制度の拡充と合わせ広く行われる
ようになり、育成（導入）品種の普及も始まっ
ていますが、その概要を「関係機関紹介」とし
て紹介頂きました。

・ばれいしょ需要は加工食品用の増加が著しいも
のの、その大方を輸入加工品によって賄われて
いる状況から国内生産は漸減している状況にあ
ります。このため、加工食品用需要の国産原料
拡大を目指した取り組みが行われており、品種
の多様化も国産加工品の差別化の一環となって
います。

・種ばれいしょの生産は11道県が指定されていま
すが、総体的に北海道への依存度が高まってき
ている中でシストセンチュウの発生地域が拡大
し、採種地の確保が課題となっています。同様
に長崎、青森両採種県もストセンチュウの発生
があること、作型の多様化から種いもの供給要
請も多様化していること、等から採種事業の今
後については所要の検討が必要となっており、
関係者の取組に期待し国産ばれいしょの明日に
期待します。
〔おわりに：本号が私の編集の最終号となりま
した。経験のない編集業務で、関係機関・関係
者にはお手を煩わしましたが、皆様の暖かいご
支援・ご協力賜り７号まで発刊できましたこと、
誠に有り難く心底より感謝と御礼を申し上げま
す。「特産種苗」の特産農作物振興への寄与を
願いつつペンを置きます。〕

発行日 平成22年４月１日
発 行 財団法人 日本特産農作物種苗協会

〒107-0052 東京都港区赤坂２丁目４番１号
白亜ビル ３階

ＴＥＬ 03-3586-0761
ＦＡＸ 03-3586-5366
ＵＲＬ http://www.tokusanshubyo.or.jp

印 刷 ㈱ 丸井工文社
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